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ペッタンペッタペッタンペッタンン
餅つ餅つきき

12月10日、国中保育所で、恒例の「餅つき」が行われ
ました。園児たちは、おじいさん、おばあさんなどに
手伝ってもらいながら、臼と杵で餅をつきました。

うす きね

つきあがった餅は、「きな粉餅」にして、おいしくい
ただきました。（関連記事p8）

■■新年のごあいさ新年のごあいさつつ

■■光ケーブルを整光ケーブルを整備備

■■まちの話まちの話題題

■■男女共同参画フェスティバ男女共同参画フェスティバルル
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新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

八
頭
町
が
誕
生
し
、
六
年
目
を
迎
え
よ
う
と
す
る
な
か
、
昨
年
四
月
か
ら
町
政

二
期
目
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
、
今
後
も
着
実
に
八
頭
町
と
し
て
の

一
体
感
を
も
っ
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
国
際
的
な
金
融
、
経
済
不
況
の
な
か
で
、
我
が
国
で
も
国
と
地
方
を
挙

げ
て
、
経
済
と
雇
用
安
定
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
、
国
政
で
は
大
き
な
政
権
交
代
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
方
を
取
巻

く
様
々
な
情
勢
は
混
沌
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
八
頭
町
独
自
の
行
政
改
革
を
推
進

し
つ
つ
、
情
報
公
開
と
情
報
発
信
に
努
め
、
町
民
皆
様
方
の
参
画
を
い
た
だ
き
な

が
ら
公
平
で
公
正
な
行
政
執
行
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。昨

年
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
国
の
大
型
補
正
予
算
で
あ
り
ま
す
地
域

活
性
化
経
済
危
機
対
策
臨
時
交
付
金
事
業
等
を
活
用
し
、
小
中
学
校
の
体
育
館
耐

震
補
強
工
事
、
各
集
落
の
防
災
対
策
、
ま
た
、
町
道
改
良
等
の
事
業
に
取
り
組
み
、

安
心
と
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
の
活
性
化
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
年
も
こ
れ
ら
の
交
付
金
事
業
を
継
続
し
、
小
中
学
校
の
校
舎
耐
震
補
強
工

事
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
（
光
ケ
ー
ブ
ル
の
全
町
敷
設
）、
ま
た
、
郡
家
地
域

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
更
新
を
行
う
予
定
で
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場

の
建
設
や
、
四
月
か
ら
の
路
線
バ
ス
の
町
営
化
に
よ
る
運
行
な
ど
も
計
画
を
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
は
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
若
桜
鉄
道
の
上
下
分
離
方
式
の
導
入
を
行
い
ま
し

た
。
存
続
に
向
け
ま
し
て
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

も
の
で
す
。

ま
た
、
保
育
所
、
小
中
学
校
の
適
正
配
置
の
答
申
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
適
正

配
置
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
、
町
民
の
皆
様
方
と
十
分
な
る
協
議
を
重
ね
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

産
業
観
光
で
は
、
関
西
圏
の
情
報
発
信
の
基
地
と
し
て
、
昨
年
４
月
か
ら
開
設

し
て
お
り
ま
す
八
頭
町
関
西
事
務
所
を
中
心
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
西
圏
と
の

交
流
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
的
、
経
済
的
な
交
流
を
展
開
し
、
八

頭
町
産
品
の
販
路
拡
大
、
八
頭
町
の
情
報
発
信
、
地
域
間
交
流
を
積
極
的
に
行
い
、

活
力
の
あ
る
八
頭
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
へ
つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

一
昨
年
よ
り
、
町
民
の
皆
様
方
に
参
画
を
い
た
だ
き
、
八
頭
町
の
憲
法
と
言
わ

れ
ま
す
「
八
頭
町
自
治
基
本
条
例
（
仮
称
）」
の
素
案
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
ま

も
な
く
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
現
在
、
八
頭
町
の
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
指
針
で
あ
り
ま
す
総
合
計
画
の

後
期
基
本
計
画
（
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
五
カ
年
）
の
策
定
に
も
着
手
し
て
お
り
、

こ
れ
を
今
後
の
町
政
運
営
の
指
針
と
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
方
分
権
の
進
展
、
危
機
的
な
財
政
状
況
、
行
政
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
、
市

町
村
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
踏
ま
え
、
町
民
皆
様
の
安
心
、
安
全
、
そ
し
て

「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
本
年
も
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
い
し
ん

ま
す
の
で
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「
人人人人人人人人人人人人人人人人
がががががががががががががががが
輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝輝
きききききききききききききききき
・・・・・・・・・・・・・・・・
集集集集集集集集集集集集集集集集
いいいいいいいいいいいいいいいい
・・・・・・・・・・・・・・・・
夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢夢
広広広広広広広広広広広広広広広広
がががががががががががががががが
るるるるるるるるるるるるるるるる
まままままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちちちち

「
人
が
輝
き
・
集
い
・
夢
広
が
る
ま
ち
」」」」」」」」」」」」」」」」」をををををををををををををををを
目目目目目目目目目目目目目目目目
指指指指指指指指指指指指指指指指
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて

を
目
指
し
て

八
頭
町
長

平

木

誠

新年のごあいさつ
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3/13若桜鉄道再構築実施計画認定書披露

「
平
成

年
八
頭
町
成
人
式
」

21

が
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
、
男
性
１
５
３
人
、

女
性
１
３
７
人
の
合
計
２
９
０
人
が
新
た

に
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

八
頭
町
、
若
桜
町
お
よ
び
若

桜
鉄
道
㈱
が
共
同
で
、
申
請
し

て
い
た
「
若
桜
鉄
道
再
構
築
実

施
計
画
」
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
八
頭
町

と
若
桜
町
が
若
桜
鉄
道
㈱
か
ら
鉄
道
施
設

と
用
地
を
取
得
し
、
若
桜
鉄
道
㈱
に
無
償

で
貸
与
す
る「
公
有
民
営
化（
上
下
分
離
）」

方
式
に
よ
る
運
営
が
可
能
に
な
り
、
若
桜

鉄
道
㈱
の
経
営
の
改
善
が
図
ら
れ
ま
す
。

大
阪
市
内
に
「
八
頭
町
関
西

事
務
所
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

八
頭
町
の
産
業
の
Ｐ
Ｒ
や
情
報

発
信
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
公
有
民
営
化（
上
下
分
離
）」

方
式
で
若
桜
鉄
道
が
再
出
発
し

ま
し
た
。
若
桜
駅
前
で
上
下
分

離
記
念
式
典
を
開
催
し
、
若
桜
鉄
道
㈱
の

新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
・
町

議
会
議
員
一
般
選
挙
が
執
行
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙
か

ら
、
従
来
の
郡
家
、
船
岡
、
八
東
の
各
選

挙
区
が
無
く
な
り
、
八
頭
町
全
体
で
の
選

挙
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
議
員

定
数
が

人
か
ら

人
に
な
り
ま
し
た
。

21

18

平
木
町
長
が
無
投
票
で
当
選
し
ま
し
た
。

「
隼
祭
り
I
N
鳥
取
！
」（
隼

ラ
イ
ダ
ー
主
催
）
が
船
岡
竹
林

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
竹

林
ま
つ
り
会
場
で
行
わ
れ
た
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
大
型
オ
ー
ト
バ
イ
の
「
隼
」
が
全

国
か
ら
１
２
０
台
以
上
集
ま
り
ま
し
た
。

「
中
央
中
学
校
改
築
事
業
竣

工
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
平

成

年
に
校
舎
が
完
成
し
、
こ

20

の
た
び
、
駐
車
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
プ
ー
ル

な
ど
の
改
築
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

日
下
部
と
見
槻
を
結
ぶ
「
町

道
日
下
部
見
槻
線
」
が
開
通
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
八
東

地
域
か
ら
中
国
横
断
自
動
車
道
姫
路
鳥
取

線
の
用
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

「
８
・
８
隼
駅
ま
つ
り
」（
若

桜
鉄
道
「
隼
駅
を
守
る
会
」
主

催
）
が
隼
駅
周
辺
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
元
世
界
耐
久
選
手
権
２
年
連
続

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
北
川
圭
一
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
に
迎
え
、
全
国
か
ら
２
０
０
台
以
上
の

大
型
オ
ー
ト
バ
イ「
隼
」が
集
ま
り
ま
し
た
。

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
中
村
礼

子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
第

回
記
念

隼
プ
ー
ル
祭
」
が

40

町
営
隼
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中

村
さ
ん
に
水
泳
教
室
を
開
催
し
て
い
た
だ

き
、
実
技
を
交
え
な
が
ら
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。郡

家
球
場
の
内
野
に
「
天
然

芝
」
が
張
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の

時
間
短
縮
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
時
の
け
が

の
減
少
、
真
夏
の
熱
中
症
予
防
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

タ
レ
ン
ト
の
向
井
亜
紀
さ

ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
「
宝
く
じ

文
化
講
演
会
」
を
八
東
体
育
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
を
振
り
返
る

八
頭
町
の
主
な
出
来
事

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙4/1若桜鉄道上下分離移行

8/8 8・8隼駅まつり

11/22 10/10 8/14

8/8 8/6 4/30 4/29

4/12 4/1 4/1

3/13 1/3
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八
頭
町
で
は
、
平
成

年

月
に
開
催

20

10

し
た
「
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
基
盤
整
備
等
住
民
説
明

会
」
で
の
ご
意
見
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
集
計
結
果
を
も
と
に
、
情
報
通
信
基
盤

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
展
開
、

ひ
か
り
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
に
は
、
基
盤
整
備
に

か
か
る
費
用
、
保
守
費
用
等
の
財
政
負
担

を
い
か
に
抑
え
ら
れ
る
か
が
大
き
な
課
題

で
し
た
。

経経経経経経経経経経経経経経経経
済済済済済済済済済済済済済済済済
危危危危危危危危危危危危危危危危
機機機機機機機機機機機機機機機機
対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策
関関関関関関関関関関関関関関関関
連連連連連連連連連連連連連連連連
予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算

経
済
危
機
対
策
関
連
予
算
ででででででででででででででででで

町町町町町町町町町町町町町町町町町
負負負負負負負負負負負負負負負負
担担担担担担担担担担担担担担担担
負
担
ががががががががががががががががが

約約約約約約約約約約約約約約約約
６６６６６６６６６６６６６６６６
億億億億億億億億億億億億億億億億
円円円円円円円円円円円円円円円円
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽

約
６
億
円
軽
減減減減減減減減減減減減減減減減減

平
成

年
４
月
に
、
国
に
お
け
る
経
済

21

危
機
対
策
関
連
予
算
が
打
ち
出
さ
れ
、
地

域
間
の
情
報
格
差
の
是
正
に
有
効
な
、
地

域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
交
付
金
）
に
対
す
る
支
援
内
容
が
従

来
よ
り
も
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

従
来
の
交
付
金
内
容
で
す
と
、
八
頭
町

の
総
事
業
費
を

億
円
と
し
た
場
合
、
Ｉ

23

Ｃ
Ｔ
交
付
金
は
３
億
３
千
３
百
万
円
（
事

業
費
上
限

億
円
の
1
／
3
）、
残
り
の

10

金
額
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
の
予
算

編
成
と
な
り
、
町
負
担
は
約
６
億
６
千
万

円
が
必
要
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
回
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付

金
で
は
事
業
費
上
限
枠
が
無
く
な
り
、
国

庫
補
助
対
象
額
約

億
円
の
1
／
3
の
７

23

億
４
千
３
百
万
円
が
交
付
金
と
な
り
、
更

に
事
業
費
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付
金
を
差
し
引

い
た
金
額
の
９
割
相
当
に
公
共
投
資
臨
時

交
付
金
等
が
充
当
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

合
わ
せ
て
合
併
特
例
債
等
を
活
用
す
る

と
町
負
担
は
約
４
千
万
円
程
度
と
な
り
、

自
治
体
の
財
政
負
担
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。（
実
際
に
は
、

事
業
費
の
中
に
は
交
付
金
対
象
外
の
工
事

費
等
が
あ
り
、
町
負
担
は
計
算
し
た
も
の

よ
り
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。）

八
頭
町
と
し
て
も
、
今
回
の
公
共
投
資

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
情
報
通
信
格
差

の
解
消
と
将
来
に
向
け
て
の
基
盤
整
備
を

図
り
た
い
と
考
え
、
こ
の
交
付
金
の
補
正

予
算
要
求
に
か
か
る
関
係
調
書
を
５
月
下

旬
に
提
出
し
ま
し
た
。

８
月
末
に
、
総
務
省
か
ら
地
域
情
報
通

信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付

金
）
の
内
示
が
あ
り
、
八
頭
町
に
対
し
て

は
、
上
限

億
２
千
９
百
万
円
（
交
付
金

22

上
限
予
定
額
７
億
４
千
３
百
万
円
）
の
事

業
費
が
認
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
総
務
省
か
ら
交
付
決
定
が
あ

り
次
第
、
早
急
に
事
業
推
進
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【【【【【【【【【【【【【【【【【
ササササササササササササササササ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ビビビビビビビビビビビビビビビビ
スススススススススススススススス
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
予予予予予予予予予予予予予予予予
定定定定定定定定定定定定定定定定
者者者者者者者者者者者者者者者者

サ
ー
ビ
ス
事
業
予
定
者
】】】】】】】】】】】】】】】】】

本
事
業
は
公
設
民
営
方
式
で
行
う
た

め
、
整
備
完
了
後
の
施
設
運
営
（
サ
ー
ビ

ス
提
供
）
事
業
者
の
選
定
を
９
月
に
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
放
送
に
つ
い
て

は
全
関
西
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
（
Ａ

Ｃ
Ｔ
Ｖ
）、
通
信
に
つ
い
て
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西

日
本
を
運
営
事
業
者
（
内
定
）
に
決
定
し

ま
し
た
。

通
信
及
び
放
送
の
詳
細
内
容
に
つ
い
て

は
、
左
記
並
び
に
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
交
付
決
定
が
確
定
次
第
、
早
急

に
加
入
促
進
を
含
め
た
住
民
説
明
会
（
集

落
単
位
）
を
実
施
す
る
予
定
で
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
本
事
業
計
画
概
要
並
び
に
各

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【【【【【【【【【【【【【【【【【
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画
内内内内内内内内内内内内内内内内
容容容容容容容容容容容容容容容容

事
業
計
画
内
容
】】】】】】】】】】】】】】】】】

①
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
に
よ
り
町
内
全
地
域
に

光
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設

［
各
家
庭
・
主
要
公
共
施
設
へ
２
芯
の
光

ケ
ー
ブ
ル
を
接
続
（
通
信
用
と
放
送
・

防
災
告
知
用
）］

②
現
在
整
備
を
し
て
い
る
防
災
無
線
の
戸

別
受
信
機
を
活
用
し
た
告
知
シ
ス
テ
ム

の
構
築

③
超
高
速
通
信
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

整
備
（
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
１

０
０
M
b
p
s
）

④
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
行
政
放

送
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
の
実
施

⑤
携
帯
電
話
の
不
感
地
域
解
消
の
た
め
、

伝
送
路
整
備
を
あ
わ
せ
て
実
施

［
姫
路
、
明
辺
、
山
志
谷
、
志
子
部
、
清

徳
、
佐
崎
の
６
か
所
］
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をををををををををををををををををををを
解解解解解解解解解解解解解解解解解解解解

光
ケ
ー
ブ
ル
の
整
備
で
、
情
報
通
信
格
差
を
解
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消

―――――――――――――――――――――
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八
頭
町
内
の
全
て
の
地
域
に
光
ケ
ー
ブ
ル
を
整
備
―――――――――――――――――――――
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単位：万円

町負担金県補助金起債
(合併特例債)

公共投資臨
時交付金

ICT交付
金

66,0000130,700033,300平成20年
秋

4,0004,00013,960133,74074,300平成21年
春

事業費上限10億円の
1/3が、国庫補助対象額

の1/3に改善

経済危機対策
関連として、
新規充当

起債は、
借金なので、
少ない方がよい
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地域情報化の促進
煙光ファイバー網(FTTH方式)整備事業

煙移動通信用鉄塔施設整備事業

煙統合型地図情報システム整備事業

煙情報受発信促進事業

道路・公共交通網の整備
煙集落道路新設・改良整備事業

煙町道下濃船久線改良事業

煙町道出合線改良事業

煙丹比縦貫線改良事業

煙町道上峰寺線整備事業

煙除雪車の購入

煙路線バス事業

煙町営バス事業

煙若桜鉄道事業

煙公共交通の利用促進

煙郡家駅前周辺整備事業

煙主要地方道等の整備促進事業

煙国道の整備促進事業

生活環境整備の促進
煙町営住宅改修事業

煙若者向け・高齢者向け住宅の整備

煙集落再編整備事業

煙地籍調査事業

煙下水道施設統廃合等整備事業

煙上水道施設統廃合等整備事業

煙簡易水道整備事業

煙下水道施設統合等整備事業

煙下水汚泥の減容化事業

自然環境・景観の保全
煙ボランティア団体の育成、支援事業

煙美化活動

煙資源リサイクル活動支援事業

煙循環型社会への対応事業

煙不法投棄への対応

煙小水力発電施設の整備・充実

煙太陽光発電施設の整備

煙バイオマス・エネルギーの普及・啓発

地域防災・防犯の推進
煙八頭町地域防災計画の推進

煙八頭町防災マップ

煙要援護者支援計画の推進

煙防災備蓄倉庫新築事業

煙防災訓練事業

煙防火水槽整備

煙小型動力ポンプの整備

煙消防自動車の整備

煙災害対策用備蓄

煙自主防災組織支援

煙耐震化事業

煙河川改修事業

煙急傾斜地崩落対策事業負担金

煙砂防事業

煙河川掘削（河床掘削）

煙防犯講習会

煙見守り活動の推進

煙防犯灯整備

煙交通安全施設整備

煙交通安全意識の啓発

煙国民保護計画の推進

煙連携協力体制の整備

煙消費者行政の推進

農林水産業の振興
煙農地確保・利用支援事業

煙耕作放棄地再生利用緊急対策事業

煙農業基盤整備事業

煙新農業水利システム保全事業

煙農業振興対策事業

煙農地・水・環境保全向上対策事業

煙農地情報共有化支援事業

煙チャレンジプラン支援事業

煙中山間地域等直接支払い制度

煙森林基盤整備事業

煙特用林産物の振興

煙竹林整備事業

煙森林境界明確化促進事業

煙地域養殖業振興事業

商工業の振興
煙空き店舗活用活性化事業

煙中心市街地活性化事業

煙企業立地促進事業

煙企業誘致の促進

観光・交流の促進
煙観光・特産品のマップ作成事業

煙公園整備事業

煙特産品づくり推進事業

煙観光客誘致推進プロジェクト事業

煙国内交流の促進

煙国際交流の促進

煙地場産業の振興

煙定住化・雇用確保対策

煙人材育成事業

自然と共生した快適で安全なまちづく自然と共生した快適で安全なまちづくりり
地域の個性を活かし地域の個性を活かしたた
魅力と活力のあ魅力と活力のあるる

まちづくまちづくりり

八頭町では、平成17年12月に「八頭町総合計
画」を策定し、「人が輝き・集い・夢広がるまち」
を将来像として様々な施策を実施してまいりま
した。

この「八頭町総合計画」は、平成17年度から平
成26年度までの10年間のまちづくりの基本目標
を定めた「基本構想」と、基本構想の目標を実現
化するための、「基本計画」で構成されています。
平成17年度から平成21年度までの５年間の「基

本計画」が終了することから、平成22年度から平
成26年度までの「後期基本計画」の策定に向けて、
八頭町振興審議会(会長：吉田 齊)を開催し、審
議を重ねてきました。
このたび、上記審議会で「八頭町総合計画(後期

基本計画)」（案）をとりまとめましたので、広く町
民の皆様からご意見をお聴きするため意見を募
集します。

意見募集対象 ｢八頭町総合計画（後期基本計画）」(案)

意見提出方法 住所、氏名又は名称、連絡先、提出者の属性

(町内住勤等)を明記の上、次のいずれかの方法で送付してください。

毅ＦＡＸの場合……73－0414

毅郵送の場合………〒680-0493

八頭町郡家493 八頭町役場企画人権課宛

毅電子メールの場合… mail：yazu-keikaku@town.yazu.tottori.jp

募 集 期 間 平成21年12月18日(金)～平成22年１月29日(金)

公表資料の入手方法
茨本庁舎及び各支所の町民ホール

芋郡家公民館、船岡公民館及び八東公民館

鰯八頭町ホームページ

お問い合わせ先 八頭町役場企画人権課 緯76－0203
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乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

住民一人ひとり住民一人ひとりがが
主役のまちづく主役のまちづくりり

豊かな心を育豊かな心を育みみ
文化の香文化の香るる
まちづくまちづくりり

やすらぎやすらぎとと
生きがいのあ生きがいのあるる
まちづくまちづくりり

学校教育の充実
煙幼保一元化環境整備事業

煙学校給食共同調理場建設事業

煙学校の適正化配置

煙複式学級の解消事業

煙少人数学級の推進

社会教育の充実
煙生涯学習の推進体制整備

煙公民館サークルの育成事業

煙青少年サークル活動育成事業

煙青少年健全育成町民会議活動

煙青パト、見守り隊活動の支援

煙通学合宿事業

煙子育て講座の開催事業

地域コミュニティの活性化
煙集落公民館等整備事業

煙コミュニティ助成事業

煙地縁団体の結成促進

煙リーダー養成事業

煙コミュニティの相互交流

スポーツ・レクリエーションの推進
煙生涯スポーツの振興事業

煙スポーツ・レクリエーション普及事業

煙スポーツ強化事業

芸術・文化活動の推進
煙郷土芸能、芸術･文化の振興事業

煙文化ホール(生涯学習センター含む)整備事業

文化財の保護・保存
煙文化財活用事業

煙文化財保存整備事業

煙伝統文化保存伝承事業

保健・福祉・医療の充実
煙健康相談の開設事業

煙組織の育成・強化事業

煙健康やず21計画推進

煙食育推進計画策定

煙保健課・保育所・小学校連絡会開催

煙保健医療連絡会議の開催

煙受診体制の整備

地域福祉の充実
煙地域福祉計画策定

煙第5期介護保険事業計画策定

煙第2期障害福祉事業

煙各組織の育成・支援事業

煙バリアフリー化施設整備事業

煙ボランティア活動組織育成事業

煙年金加入促進啓発事業

生きがいのある暮らしづくり
煙シルバー人材センター事業

煙高齢者社会参加促進

煙世代間交流事業の実施

子育て支援体制の充実
煙保育所耐震事業

煙保育所増改築事業

煙次世代育成支援行動計画の推進

煙休日保育事業

煙夜間保育事業

住民と行政の協働のまちづくり
煙行政懇談会の開催

煙座談会の開催

煙広報誌の発行

煙ホームページの充実

煙ＮＰＯ法人・地縁団体設立支援

人権尊重のまちづくり
煙部落差別撤廃・人権擁護総合計画改定

煙人権教育基本方針策定

煙人権教育リーダー養成事業

煙地域ぐるみの人権教育推進

煙実態調査の実施

男女共同参画のまちづくり
煙男女共同参画センターの整備

煙男女共同参画プランの推進

煙男女共同参画リーダー養成

煙男女共同参画フェスティバルの開催

健全な行・財政運営の推進
煙財政計画策定

煙行政改革の推進

煙職員の資質向上

煙総合行政システムの構築

煙集中改革プランの推進

煙町民参加の推進

煙広域行政の推進

計画の推計画の推進進煙庁舎等整備事業

煙指定管理者制度の導入促進

公共施設の統合整公共施設の統合整備備

「「「「「「「「「「「「「「「「「八八八八八八八八八八八八八八八八八頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭町町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計総合計画画画画画画画画画画画画画画画画画」」」」」」」」」」」」」」」」」
(後期基本計画)(案)に対する

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意町民意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（パパパパパパパパパパパパパパパパブブブブブブブブブブブブブブブブリリリリリリリリリリリリリリリリッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククココココココココココココココココメメメメメメメメメメメメメメメメンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトパブリックコメント）））））））））））））））））ののののののののののののののののの募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集募集にににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててついて
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ざざざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすす

百百百百百百百百百百百百百百百百
歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳
をををををををををををををををを
迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎
ええええええええええええええええ
らららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれ
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし

百
歳
を
迎
え
ら
れ
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

八
頭
町
で
は
、
満
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た

方
を
お
祝
い
す
る
長
寿
表
彰
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
明
治

年

月
生
ま
れ
の
風

42

11

坂
輝
子
さ
ん
（
大
江
）
が
満
百
歳
を
迎
え

ら
れ
、
町
長
よ
り
寿
詞
な
ど
の
贈
呈
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

100歳になられた風坂輝子さん（左）

突き技を指導する宇佐美選手（右）

月

日
（
木
）、
国
中
保
育
所
で
、
お

12

10

じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の

協
力
を
得
て
、
恒
例
の
「
餅
つ
き
」
が
行

も
ち

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
餅
つ
き
」
は
、
園
児
た
ち
に
臼う

す

と
杵
で
つ
く
「
餅
つ
き
」
を
体
験
し
て
も

き
ね

ら
お
う
と
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
お
じ

い
さ
ん
と
一
緒
に
重
た
い
杵
を
持
ち
、

「
ペ
ッ
タ
ン
、
ペ
ッ
タ
ン
」
餅
を
つ
き
ま
し

た
。つ

き
あ
が
っ
た
餅
は
、
お
ば
あ
さ
ん
た

ち
に
小
さ
く
切
っ
て
も
ら
い
、
園
児
た
ち

が
小
さ
な
手
で
こ
ね
て
丸
く
し
、
形
を
整

え
ま
し
た
。

出
来
上
が
っ
た
餅
は
、
早
速
き
な
粉
を

ま
ぶ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇
佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐
美美美美美美美美美美美美美美美美
選選選選選選選選選選選選選選選選
手手手手手手手手手手手手手手手手
がががががががががががががががが
空空空空空空空空空空空空空空空空
手手手手手手手手手手手手手手手手
道道道道道道道道道道道道道道道道
披披披披披披披披披披披披披披披披

宇
佐
美
選
手
が
空
手
道
披
露露露露露露露露露露露露露露露露露

郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡
家家家家家家家家家家家家家家家家
東東東東東東東東東東東東東東東東
小小小小小小小小小小小小小小小小
学学学学学学学学学学学学学学学学

郡
家
東
小
学
校校校校校校校校校校校校校校校校校

餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅餅
つつつつつつつつつつつつつつつつ
きききききききききききききききき
体体体体体体体体体体体体体体体体

つ
き
体
験験験験験験験験験験験験験験験験験

も
ち

国国国国国国国国国国国国国国国国
中中中中中中中中中中中中中中中中
保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育
所所所所所所所所所所所所所所所所

国
中
保
育
所

郡
家
東
小
学
校
が
、

月
３
日
（
木
）、

12

空
手
道
の
宇
佐
美
里
香
選
手
を
招
待
し
ま

し
た
。

宇
佐
美
選
手
は
、
昨
年
、
中
国
で
開
催

さ
れ
た
、
ア
ジ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
の

女
子
個
人
形
と
、
新
潟
県
で
開
催
さ
れ
た

国
民
体
育
大
会
の
成
年
女
子
形
個
人
戦
で

優
勝
し
て
い
る
実
力
者
で
、
児
童
た
ち
に

「
空
手
の
形
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
ア
ジ
ア
１
の
宇
佐
美
選

手
の
気
迫
が
こ
も
っ
た
、
正
確
な
技
の
演

武
を
「
す
ご
い
。
早
い
。」
な
ど
と
声
を
上

げ
な
が
ら
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
児
童
の
代
表
が
宇
佐
美
選

手
か
ら
空
手
の
突
き
技
と
蹴
り
技
を
少
し

習
い
ま
し
た
。

餅の形を整える園児たち
もち
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所所所所所所所所所所所所所所所所
柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿柿
のののののののののののののののの
立立立立立立立立立立立立立立立立
体体体体体体体体体体体体体体体体
看看看看看看看看看看看看看看看看
板板板板板板板板板板板板板板板板
がががががががががががががががが
完完完完完完完完完完完完完完完完

花
御
所
柿
の
立
体
看
板
が
完
成成成成成成成成成成成成成成成成成

（（（（（（（（（（（（（（（（
財財財財財財財財財財財財財財財財
））））））））））））））））日日日日日日日日日日日日日日日日
本本本本本本本本本本本本本本本本
宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝宝
くくくくくくくくくくくくくくくく
じじじじじじじじじじじじじじじじ
協協協協協協協協協協協協協協協協
会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののの
助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成

（
財
）日
本
宝
く
じ
協
会
の
助
成
ででででででででででででででででで

遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊遊
具具具具具具具具具具具具具具具具
をををををををををををををををを
設設設設設設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置置置置置置

遊
具
を
設
置

ジジジジジジジジジジジジジジジジ
ュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニ
アアアアアアアアアアアアアアアア
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ダダダダダダダダダダダダダダダダ
ーーーーーーーーーーーーーーーー「「「「「「「「「「「「「「「「
シシシシシシシシシシシシシシシシ
ュュュュュュュュュュュュュュュュ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククク
ルルルルルルルルルルルルルルルル

ジ
ュニ
ア
リ
ー
ダ
ー「
シ
ュ
ー
ク
ル
」」」」」」」」」」」」」」」」」

ボボボボボボボボボボボボボボボボ
ララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
アアアアアアアアアアアアアアアア
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドド
登登登登登登登登登登登登登登登登

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ー
ド
登
録録録録録録録録録録録録録録録録録

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
「
シ
ュ
ー
ク
ル
」

で
は
、
道
路
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
や
道

路
へ
の
愛
着
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
住
民
が
道
路
の
清
掃
活
動
に
取
り
組

む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ロ
ー
ド
に
登
録
し
、
11

月
８
日
（
日
）
に
第
一
回
目
の
清
掃
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

作
業
を
行
っ
た
用
呂
待
避
所
は
、
草
木

が
生
い
茂
り
、
そ
の
下
に
大
量
の
ゴ
ミ
が

ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
会
員
た
ち

は
草
木
や
ゴ
ミ
の
悪
臭
と
闘
い
な
が
ら
一

生
懸
命
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

今
後
も
清
掃
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
、

ポ
イ
捨
て
で
き
な
く
な
る
く
ら
い
き
れ
い

な
待
避
所
に
し
て
い
く
と
と
も
に
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
も
ら
う
よ
う

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
スススススススススススススススス
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
のののののののののののののののの

八
頭
町
ス
ポ
ー
ツ
の
日日日日日日日日日日日日日日日日日

八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町
体体体体体体体体体体体体体体体体
育育育育育育育育育育育育育育育育
指指指指指指指指指指指指指指指指
導導導導導導導導導導導導導導導導
委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員

八
頭
町
体
育
指
導
委
員
会会会会会会会会会会会会会会会会会

月

日
（
日
）、
物
産
館
み
か
ど
で

11

29

「
花
御
所
柿
立
体
看
板
」
が
完
成
し
、
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
度
が
「
花
御
所
柿
」
の

命
名
１
０
０
周
年
と
い
う
こ
と
で
、
花
御

所
柿
を
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
業
の

一
環
と
し
て
「
八
頭
町
花
御
所
柿
の
里
づ

く
り
委
員
会
（
会
長
細
田
登
喜
夫
）」
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

花
御
所
柿
は
八
頭
町
の
み
で
生
産
さ
れ

て
お
り
、
日
本
随
一
の
甘
柿
と
し
て
進
物

を
中
心
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

完
成
し
た
立
体
看
板
は
高
さ
４
メ
ー
ト

ル
、
直
径
３
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
、
花

御
所
柿
の
へ
た
を
下
に
置
い
た
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
ま
す
。

花御所柿立体看板の除幕

月

日
（
日
）、
船
岡
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

11

22

セ
ン
タ
ー
で「
八
頭
町
ス
ポ
ー
ツ
の
日（
八

頭
町
体
育
指
導
委
員
会
主
催
）」が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
準
備
運
動
を
行
っ
た
後
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
チ
ー
ム
対
抗

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
そ
し
て
、
室

内
で
気
軽
に
テ
ニ
ス
が
出
来
る
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
「
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
」
の
体
験
会

が
行
わ
れ
、
お
年
寄
り
か
ら
小
さ
な
お
子

さ
ん
ま
で
多
く
の
方
が
ス
ポ
ー
ツ
に
汗
を

流
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員
会
で
は
毎
年
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、
町
民
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

スポンジテニス

こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
日
本
宝
く
じ
協

会
の
助
成
を
受
け
て
、
安
徳
の
里
姫
路
公

園
・
船
岡
竹
林
公
園
・
八
東
総
合
運
動
公

園
の
３
か
所
に
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。

親
子
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
遊
具
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
が
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

用呂待避所の清掃活動

船岡竹林公園 安徳の里姫路公園

八東総合運動公園
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小小小小小小小小小小小小小小小小
﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑﨑
小
﨑

こ

ざ
き

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭
弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘弘
恭
弘
ささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんん
さ
ん

や
す
ひ
ろ

（（（（（（（（（（（（（（（（（
神神神神神神神神神神神神神神神神
戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸戸
常常常常常常常常常常常常常常常常
盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤盤
短短短短短短短短短短短短短短短短
期期期期期期期期期期期期期期期期
大大大大大大大大大大大大大大大大
学学学学学学学学学学学学学学学学
准准准准准准准准准准准准准准准准
教教教教教教教教教教教教教教教教
授授授授授授授授授授授授授授授授

神
戸
常
盤
短
期
大
学
准
教
授
）））））））））））））））））
講講講講講講講講講講講講講講講講
演演演演演演演演演演演演演演演演
要要要要要要要要要要要要要要要要
旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨旨

講
演
要
旨

兵
庫
県
内
の
公
立
保
育
所
男
性
保
育
士

第
１
号
と
し
て
、

年
間
保
育
所
に
勤
務

12

し
た
。
子
ど
も
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
保

育
士
の
道
を
選
ん
だ
。
大
学
で
幼
児
保
育

を
専
攻
し
て
い
た
も
の
の
、
学
生
の
大
半

は
女
性
で
男
性
は
僅
か
し
か
い
な
か
っ
た
。

保
育
所
に
勤
務
し
た
最
初
の
頃
は
、
保

護
者
か
ら
は
珍
し
が
ら
れ
る
し
、
保
育
士

も
女
性
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
大
変
苦
労
し

た
。
そ
れ
で
も
、
少
し
ず
つ
子
ど
も
が
自

分
を
頼
り
に
し
て
く
れ
る
と
、
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
し
、
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ

と
が
で
き
た
。

同
じ
保
育
士
を
し
て
い
た
女
性
と
結
婚

し
、
子
ど
も
が
誕
生
し
た
時
、
妻
だ
け
に

子
育
て
を
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
も

か
か
わ
り
た
い
と
妻
に
替
っ
て
、
育
児
休

暇
を
取
得
し
た
。

実
際
育
児
休
暇
を
取
得
し
て
、
１
日
中

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
み
る
と
、
と
て
も

大
変
で
育
児
の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
。
し

か
し
、
お
か
げ
で
子
ど
も
と
の
絆
が
深
ま

り
、
自
分
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
結
局
、
２
人
目
・
３
人

目
と
３
回
育
児
休
暇
を
取
得
し
た
。

現
在
、
日
本
で
は
男
性
の
育
児
休
暇
を

取
得
す
る
人
が
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
る

が
、
仕
事
ば
か
り
の
人
生
を
送
る
の
で
は

な
く
、
も
っ
と
子
育
て
や
家
庭
生
活
に
関

わ
り
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を
見

つ
け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
過
労
死

で
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
人
、
自
殺
す
る
人

な
ど
圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
。

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る
の
が
、
高

齢
者
虐
待
の
問
題
で
あ
る
。
核
家
族
世

帯
、
離
婚
な
ど
様
々
な
理
由
に
よ
り
、
男

性
が
妻
や
両
親
な
ど
を
介
護
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
虐
待
す
る
ケ
ー
ス
も
多
く
み
ら

れ
る
。

こ
れ
は
、
男
性
が
子
育
て
中
な
ど
に
子

ど
も
の
オ
ム
ツ
を
替
え
た
り
、
食
事
の
世

話
を
し
た
り
す
る
経
験
が
な
い
こ
と
か

ら
、
介
護
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
を
招
か
な
い

た
め
に
も
、
男
性
が
育
児
・
家
事
に
日
ご

ろ
関
わ
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
男
女
共

同
参
画
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

も
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
男
性
の

問
題
で
も
あ
り
、
社
会
全
体
の
問
題
な
の

で
あ
る
。

実行委員長 浦林道子さん

第
５
第
５
回回

八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八
頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭
町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参

八
頭
町
男
女
共
同
参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
ェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェ
ススススススススススススススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ
バババババババババババババババババババババババババババババババババ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
開
催

八
頭
町
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
、

月

日
（
土
）、
八
東
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

12

12

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
１
５
０
名
の
参
加
者
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
・
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
・
寸
劇
な
ど
を
通
し
て
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

講師の小﨑恭弘さん

八頭町連合婦人会の展示の様子八頭更生保護女性会の展示男女共同参画推進会議と小中Ｐ連絡協議会の寸劇

12/

12



:A;6
2010.１ɟ11

パネラー
西田悦子さん

（祖母の立場から）

コーディネーター
大谷誠一さん

(八頭町小中ＰＴＡ
連絡協議会長)

パネラー
片山良雄さん

（育児休暇取得者の
立場から）

パネラー
鎌谷祐子さん

（働く女性の立場から）

パネラー
坂本朋子さん

（子育て中の立場から）

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は
、

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が

ら
、
充
実
し
た
人
生
を
送
る
と
い
う
こ

と
。
そ
う
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
会
長
に
な
っ
て
か
ら
は
特
に
地
域
と
の

つ
な
が
り
も
深
ま
り
、
充
実
し
た
生
活
を

し
て
い
る
。

家
で
は
、
ふ
と
ん
の
上
げ
降
ろ
し
く
ら

い
し
か
家
事
を
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ

に
い
る
の
が
場
違
い
の
感
じ
が
し
て
い

る
。
妻
も
仕
事
を
し
て
い
て
大
変
な
の

で
、
食
事
の
後
始
末
く
ら
い
は
し
て
い
こ

う
か
な
ぁ
と
思
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
本
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
で
生
き
生
き
人
生
を
」
を
テ
ー
マ

に
話
を
進
め
て
い
き
た
い
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
日
頃
感
じ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を

お
話
し
い
た
だ
き
た
い
。

子
ど
も
の
頃
か
ら
「
家
事
・
育
児
は
女

性
の
仕
事
」と
教
え
ら
れ
て
育
っ
た
の
で
、

家
事
は
女
性
が
す
る
も
の
だ
と
思
い
込
ん

で
い
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
、
育
児
・
家

事
を
す
る
の
は
大
変
で
、
夫
が
手
伝
っ
て

く
れ
る
と
「
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
悪
い
」

と
い
つ
も
謝
り
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
た
。

そ
ん
な
時
、
男
女
共
同
参
画
推
進
会
議

の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
、「
家
事
を
手

伝
っ
て
も
ら
っ
て
悪
い
」
の
で
は
な
く
、

「
家
事
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
あ
り
が

と
う
」
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
と
言
わ
れ

た
時
に
肩
の
力
が
抜
け
て
楽
に
な
っ
た
。

村
の
伝
統
行
事
な
ど
の
付
き
合
い
も
最
初

は
煩
わ
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
最
近

は
、
同
じ
す
る
な
ら
楽
し
み
た
い
と
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
生
き
て

行
き
た
い
。

３
歳
ま
で
は
子
育
て
を
自
分
で
し
た
い

と
思
い
、
専
業
主
婦
と
し
て
家
事
全
般
を

こ
な
し
て
き
た
。

男
性
で
あ
れ
、
女
性
で
あ
れ
家
事
全
般

を
中
心
に
す
る
人
が
必
要
だ
。
そ
れ
を
、

た
ま
た
ま
私
が
中
心
に
や
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
。

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
い
え

る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
家
事
が

忙
し
い
中
で
も
、
自
分
の
趣
味
と
し
て
料

理
教
室
に
京
都
ま
で
毎
月
通
っ
て
い
る
。

家
事
・
育
児
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
見
つ
け
て
、
実
践
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
。

役
場
に
勤
め
て
い
る
が
、
男
性
で
育
児

休
暇
取
得
者
第
１
号
と
な
り
、
２
カ
月
の

育
児
休
暇
を
取
得
し
た
。
職
場
の
女
性
か

ら
は
「
良
い
こ
と
だ
」
と
言
わ
れ
る
半
面
、

男
性
か
ら
は
「
本
当
に
育
児
休
暇
を
取
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククク・・・・・・・・・・・・・・・・ララララララララララララララララ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
フフフフフフフフフフフフフフフフ・・・・・・・・・・・・・・・・
ババババババババババババババババ
ララララララララララララララララ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
スススススススススススススススス

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
ででででででででででででででででで

生生生生生生生生生生生生生生生生
きききききききききききききききき
生生生生生生生生生生生生生生生生
きききききききききききききききき
人人人人人人人人人人人人人人人人
生生生生生生生生生生生生生生生生
をををををををををををををををを

生
き
生
き
人
生
を

の
か
?
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
育
児
休

暇
を
取
得
し
て
み
て
、
子
ど
も
と
の
係
わ

り
が
深
ま
り
良
か
っ
た
と
思
う
。
現
在
の

制
度
で
は
、
両
親
の
ど
ち
ら
か
一
方
し
か

育
児
休
暇
が
取
れ
な
い
の
で
、
最
初
の
１

年
を
母
親
が
、
そ
の
後
で
父
親
が
取
得
す

る
の
が
望
ま
し
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
父
親
も
育
児
に
積
極
的
に

か
か
わ
っ
て
い
く
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

息
子
夫
婦
・
娘
夫
婦
の
ど
ち
ら
を
見
て

い
て
も
、
家
事
・
育
児
を
協
力
し
な
が
ら

し
て
お
り
、
自
分
た
ち
の
時
代
と
随
分
変

わ
っ
た
な
ぁ
と
思
う
反
面
、
ほ
ほ
え
ま
し

い
と
思
う
。

孫
の
面
倒
も
時
々
は
見
る
が
、
基
本
的

に
は
親
が
子
育
て
を
す
る
も
の
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
口
出
し
し
な
い
よ

う
に
し
て
い
る
。
夫
が
早
く
亡
く
な
り
、

自
分
自
身
も
企
業
で
い
え
ば
定
年
の
年
を

迎
え
た
の
で
、
果
樹
栽
培
面
積
も
減
ら

し
、
頑
張
り
過
ぎ
な
い
こ
と
に
決
め
た
。

現
在
は
、
音
楽
や
ブ
ロ
グ
の
更
新
、
孫
と

の
畑
づ
く
り
を
楽
し
み
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
。
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イ
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ス
リ
ッ
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奈
免
羅
・
西
の
前
遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺遺
跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡跡

な

め

ら

に
し

ま
え

八
頭
町
教
育
委
員
会
で
は
、
昨
年
５
月

よ
り
、
河
原
イ
ン
タ
ー
線
道
路
改
良
工
事

に
伴
い
、
船
岡
・
下
濃
地
内
で
遺
跡
発
掘

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
六
、
七
〇
〇

㎡
を
超
え
る
大
規
模
な
調
査
で
、
民
間
の

調
査
機
関
に
委
託
し
て
発
掘
調
査
を
行

い
、
た
く
さ
ん
の
土
器
等
の
遺
物
や
住
居

跡
等
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
の
作
業
は
、
昨
年

月
で
終
了

10

し
、
現
在
は
報
告
書
作
成
に
向
け
て
の
整

理
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
分
か
っ
た
遺
跡
の
様
子
や

出
土
遺
物
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

の
で
、
八
頭
町
の
古
代
の
す
が
た
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

発
掘
調
査
か
ら
分
か
っ
た
こ
と

こ
の
度
、
調
査
し
た
遺
跡
の
名
称
は
、

「
奈
免
羅
・
西
の
前
遺
跡
」
と
い
い
ま
す
。

な

め

ら

に
し

ま
え

こ
の
遺
跡
は
、
土
器
が
散
布
し
て
い
る

こ
と
か
ら
昭
和

年
に
そ
の
存
在
が
知
ら

51

れ
、
昭
和

年
の
河
川
改
修
事
業
に
伴

60

い
、
部
分
的
に
本
格
的
な
発
掘
調
査
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
発
掘
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
後

期
か
ら
古
墳
時
代
初
頭
の
溝
状
遺
構
や
土

坑
、
古
墳
時
代
後
期
の
横
穴
式
石
室
の
一

部
な
ど
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
た
く
さ
ん
の
土
器
が
見
つ
か

り
ま
し
た
が
、
四
〇
〇
㎡
程
度
の
限
ら
れ

た
区
域
で
の
発
掘
調
査
だ
っ
た
た
め
遺
跡

の
性
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
非
常
に
広
範
囲

の
調
査
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
分
か
ら
な

か
っ
た
八
東
川
左
岸
の
古
代
の
様
子
が
次

第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

遺
構
面
は
、
中
世
以
降
の
開
墾
な
ど
で

か
な
り
削
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
慎
重
に

調
査
を
行
っ
た
結
果
、
竪
穴
住
居
跡
16

棟
、
掘
立
柱
建
物
跡
９
棟
、
木
棺
墓
４
基
、

溝
状
遺
構
群
な
ど
が
見
つ
か
り
、
約
二
〇

〇
〇
年
前
、
弥
生
時
代
中
期
か
ら
古
墳
時

代
に
か
け
て
の
集
落
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
コ
ン
テ
ナ
約
１
７
０
箱
に
も
お

よ
ぶ
土
器
や
石
器
な
ど
の
遺
物
が
出
土

し
、
か
つ
て
私
た
ち
の
ま
ち
に
暮
ら
し
て

い
た
人
び
と
の
生
活
の
よ
う
す
が
生
き
生

き
と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

山
陰
地
方
初
出
土
！

弥
生
時
代
中
期
と
考
え
ら
れ
る
竪
穴
住

居
跡
か
ら
有
鉤
銅

ゆ
う
こ
う
ど
う

釧
の
破
片
が
発
見
さ
れ

く
し
ろ

ま
し
た
。

有
鉤
銅
釧
と
は
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
と
い
う
南

方
産
の
大
型
巻
貝
か
ら
つ
く
ら
れ
た
貝
製

腕
輪
を
起
源
と
す
る
青
銅
製
の
腕
輪
で

す
。
３
㎝
程
度
の
小
さ
な
か
け
ら
で
す
が
、

専
門
の
先
生
に
実
見
し
て
い
た
だ
き
、
形

状
か
ら
し
て
有
鉤
銅
釧
と
判
断
で
き
る
と

の
見
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
鳥
取
島
根

両
県
内
で
の
出
土
例
は
な
く
、
全
国
で
も

点
程
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
貴
重
な

80遺
物
で
す
。

上空から見た調査地

竪穴住居の跡

土器の出土状況

有鉤銅釧（参考図）
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宇
所
得
税
・
住
民
税
の
申
告

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
は
、
昨
年
１

年
間
の
事
業
や
収
入
の
総
決
算
と
も
い
え

る
も
の
で
す
。

事
業
を
し
て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
所
得
の
方
で
も
申
告

が
必
要
な
方
は
出
来
る
だ
け
早
め
に
申
告

と
納
税
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

宇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
還
付
申
告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
年
金
収
入
だ
け
の
方

で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
申
告
を
す

る
と
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

１
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用
し
て
、
マ
イ

ホ
ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
し
た

と
き

２
、
自
分
や
家
族
の
病
気
、
け
が
な
ど
に

よ
り
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

３
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
で
住
宅
や
家
財

に
著
し
い
損
害
を
受
け
た
と
き

４
、
年
末
調
整
が
終
わ
っ
て
い
な
い
方

（
勤
務
先
へ
の
年
末
調
整
書
類
未
提
出

や
中
途
退
職
な
ど
）

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
還
付
申
告
は
、

２
月

日
以
前
で
も
税
務
署
へ
提
出
す
る

16

こ
と
が
出
来
ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
ば
還

付
金
も
早
く
戻
っ
て
き
ま
す
。

宇
事
業（
農
業
な
ど
）所
得
の
申
告

事
業
所
得
の
計
算
方
法
は
収
支
計
算
方

式（
事
業
収
入
―
必
要
経
費
＝
事
業
所
得
）

に
な
っ
て
い
ま
す
。

１
、
収
入
金
や
支
払
金
額
の
分
か
る
書
類

の
確
認

２
、
収
入
・
支
出
（
経
費
）
な
ど
の
記
帳
、

集
計

３
、
収
支
内
訳
書
の
作
成

な
ど
、
確
定
申
告
の
準
備
を
し
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

野
菜
・
果
実
な
ど
の
個
人
・
共
同
販
売
、

市
場
出
荷
、
百
円
市
な
ど
の
収
入
が
あ
る

場
合
も
収
支
計
算
が
必
要
で
す
。

…………………………………………
申申申申申申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告告告告告告
をををををををををををををををを
しししししししししししししししし
なななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままままま
まままままままままままままままま
でででででででででででででででで
いいいいいいいいいいいいいいいい
るるるるるるるるるるるるるるるる
とととととととととととととととと

…
申
告
を
し
な
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使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使使いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいややややややややややややややややややややすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくななななななななななななななななななななっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅ――――――――――――――――――――ＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴＴａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘででででででででででででででででででででいやすくなったｅ―Ｔａｘで！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
●最高5,000円の税額控除

申告期限内にe―Taxで確定申告を行うと、所得税
額から最高5,000円の控除（平成19年分～22年分のう
ち、いずれか１回適用）を受けることができます。

●添付書類の提出を省略
医療費の領収書や源泉徴収票等は、提出または、提

示を省略（確定申告期限から３年間は、提出または、
提示をもとめることあり）することができます。

青色申告、譲渡（土地等・株）申告、消費税（一般課税）申告は鳥取税務署の申告会場をご利用ください。

正正正正正正正正正正正正正正正正
しししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくく
申申申申申申申申申申申申申申申申

正
し
く
申
告告告告告告告告告告告告告告告告告
ししししししししししししししししし

不不不不不不不不不不不不不不不不
足足足足足足足足足足足足足足足足
やややややややややややややややや
納納納納納納納納納納納納納納納納
めめめめめめめめめめめめめめめめ
すすすすすすすすすすすすすすすす

不
足
や
納
め
す
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ
ががががががががががががががががが

なななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいい
よよよよよよよよよよよよよよよよ
うううううううううううううううう
にににににににににににににににに
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょ
うううううううううううううううう

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！

確定申告
確定申告ははお早めお早めにに外外
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八頭八頭町町のの給与・定員管理給与・定員管理等等をを公表公表しますします

平成20年度の職員数や給与の状況、各種諸手当、特別職報酬等について、次のとおり公表します。
今後も、町民のみなさまに対し、公正かつ透明性のある人事に努めてまいります。
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葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛1111111111111111 総総総総総総総総総総総総総総総総1 総 括括括括括括括括括括括括括括括括括
敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢 人人人人人人人人人人人人人人人人件件件件件件件件件件件件件件件件費費費費費費費費費費費費費費費費のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況((((((((((((((((普普普普普普普普普普普普普普普普通通通通通通通通通通通通通通通通会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算人件費の状況(普通会計決算))))))))))))))))) (平成20年度決算)

(参考)
H19年度の
人件費率

人件費率
Ｂ/Ａ

人件費
Ｂ

実質収支歳出額
Ａ

住民基本台帳人口
(Ｈ21年３月末現在）

区 分

％％千円千円千円人Ｈ20年度 23.123.72,164,441182,4879,144,68819,620

柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑 職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員給給給給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与与与与費費費費費費費費費費費費費費費費のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況((((((((((((((((普普普普普普普普普普普普普普普普通通通通通通通通通通通通通通通通会会会会会会会会会会会会会会会会計計計計計計計計計計計計計計計計決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算職員給与費の状況(普通会計決算））））））））））））））））） (平成20年度決算)

一人当たり給与費
B/A

給 与 費職 員 数
Ａ区 分

計 Ｂ期末勤勉手当職員手当給料
千円千円千円千円千円人Ｈ20年度 6,1211,481,170404,256100,592976,322242

(注)１．職員手当には退職手当を含みません。
(注)２．職員の給料は３%カットしています。

葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛2222222222222222 職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの平平平平平平平平平平平平平平平平均均均均均均均均均均均均均均均均給給給給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与与与与月月月月月月月月月月月月月月月月額額額額額額額額額額額額額額額額、、、、、、、、、、、、、、、、初初初初初初初初初初初初初初初初任任任任任任任任任任任任任任任任給給給給給給給給給給給給給給給給等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状2 職員の平均給与月額、初任給等の状況況況況況況況況況況況況況況況況況
柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑 職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの初初初初初初初初初初初初初初初初任任任任任任任任任任任任任任任任給給給給給給給給給給給給給給給給のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状職員の初任給の状況況況況況況況況況況況況況況況況況

(平成21年４月１日現在)
敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢 職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの平平平平平平平平平平平平平平平平均均均均均均均均均均均均均均均均給給給給給給給給給給給給給給給給与与与与与与与与与与与与与与与与月月月月月月月月月月月月月月月月額額額額額額額額額額額額額額額額及及及及及及及及及及及及及及及及びびびびびびびびびびびびびびびび平平平平平平平平平平平平平平平平均均均均均均均均均均均均均均均均年年年年年年年年年年年年年年年年齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状職員の平均給与月額及び平均年齢の状況況況況況況況況況況況況況況況況況

(平成21年４月１日現在)
技能労務職一般行政職区 分一般行政職

区 分
―170,500円大学卒平均年齢平均給与月額
―151,300円短大卒44.3歳378,302円八頭町

138,700円138,700円高校卒41.5歳391,770円国

(注)「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる諸手当の額を合算したものです。

桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓 職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの経経経経経経経経経経経経経経経経験験験験験験験験験験験験験験験験年年年年年年年年年年年年年年年年数数数数数数数数数数数数数数数数別別別別別別別別別別別別別別別別・・・・・・・・・・・・・・・・学学学学学学学学学学学学学学学学歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴別別別別別別別別別別別別別別別別平平平平平平平平平平平平平平平平均均均均均均均均均均均均均均均均給給給給給給給給給給給給給給給給料料料料料料料料料料料料料料料料月月月月月月月月月月月月月月月月額額額額額額額額額額額額額額額額のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況況況況況況況況況況況況況況況況況 (平成21年４月１日現在)

経験年数
区 分

20年15年10年
―305,600円250,366円大学卒

一般行政職 328,300円―227,550円短大卒
303,700円256,300円―高校卒
292,000円――高校卒技能労務職

葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛3333333333333333 一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政職職職職職職職職職職職職職職職職等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののの級級級級級級級級級級級級級級級級別別別別別別別別別別別別別別別別職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員数数数数数数数数数数数数数数数数等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状3 一般行政職等の級別職員数等の状況況況況況況況況況況況況況況況況況
敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢 一一一一一一一一一一一一一一一一般般般般般般般般般般般般般般般般行行行行行行行行行行行行行行行行政政政政政政政政政政政政政政政政職職職職職職職職職職職職職職職職等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののの級級級級級級級級級級級級級級級級別別別別別別別別別別別別別別別別職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員数数数数数数数数数数数数数数数数のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状一般行政職等の級別職員数の状況況況況況況況況況況況況況況況況況 (平成21年４月１日現在)

構成比職員数標 準 的 な 職 務 内 容区 分
0.0%0人総括課長、支所長、次長、会計管理者の職務等6 級
15.7%38人課長、支所長、次長、局長、会計管理者、室長、所長又は館長の職務等5 級
20.2%49人課長補佐、室長補佐、所長補佐、館長補佐又は局長補佐の職務等4 級
24.0%58人係長の職務等3 級
28.9%70人主任、主任保育士、主任保健師、主任栄養士又は主任看護師の職務等2 級
11.2%27人主事、保育士、保健師、技師、栄養士又は看護師の職務等1 級

(注)１．八頭町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
(注)２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する職務です。
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葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛4444444444444444 職職職職職職職職職職職職職職職職員員員員員員員員員員員員員員員員のののののののののののののののの手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状4 職員の手当の状況況況況況況況況況況況況況況況況況
敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢敢 期期期期期期期期期期期期期期期期末末末末末末末末末末末末末末末末手手手手手手手手手手手手手手手手当当当当当当当当当当当当当当当当・・・・・・・・・・・・・・・・勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉勉手手手手手手手手手手手手手手手手期末手当・勤勉手当当当当当当当当当当当当当当当当当

支 給 割 合 (平成21年４月１日現在)

計12月6月区 分
3.0月1.60月1.40月期末手当

八頭町
1.5月0.75月0.75月勤勉手当
3.0月1.60月1.40月期末手当

国
1.5月0.75月0.75月勤勉手当

1人当たり平均支給額（平成20年度） 1,670千円

職制上の段階、職務の級等による加算措置の状況 5～10％

柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑柑 退退退退退退退退退退退退退退退退職職職職職職職職職職職職職職職職手手手手手手手手手手手手手手手手退職手当当当当当当当当当当当当当当当当当
勧奨・定年自己都合勤続年数
30.55月23.50月勤続20年
41.34月33.50月勤続25年
59.28月47.50月勤続35年
59.28月59.28月最高限度額

桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓桓 時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間外外外外外外外外外外外外外外外外勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤務務務務務務務務務務務務務務務務手手手手手手手手手手手手手手手手時間外勤務手当当当当当当当当当当当当当当当当当 (平成20年度決算)

24,294千円支給実績
116千円支給職員１人当たり平均支給年額

棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺棺 特特特特特特特特特特特特特特特特殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊殊勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤勤務務務務務務務務務務務務務務務務手手手手手手手手手手手手手手手手特殊勤務手当当当当当当当当当当当当当当当当当 (平成20年度決算)

支給職員１人当たり
平 均 支 給 年 額支給実績支給単価事 務 の 種 類

6,388円217千円1日 300円町税特別徴収
4,216円76千円1日 300円税外収入等特別徴収事務従事
6,171円43千円1日1,200円上下水道管理作業従事
840円4千円1日 300円犬捕獲作業従事
643円5千円1日 300円犬、猫等死がい処理作業従事

款款款款款款款款款款款款款款款款款 そそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののの他他他他他他他他他他他他他他他他のののののののののののののののの手手手手手手手手手手手手手手手手その他の手当当当当当当当当当当当当当当当当当 (平成20年度決算)

支給職員１人当たり
平均支給年額支給実績国の制度

との同異内容及び支給単価手当名

239,548円34,734千円同 じ
13,000円①配偶者

扶 養 手 当
6,500円②その他の扶養親族

182,482円6,204千円同 じ
最高27,000円①借家・借間居住者

住 居 手 当
新築から5年間2,500円②自宅居住者

62,724円13,862千円同 じ
最高55,000円①交通機関等利用者

通 勤 手 当 距離に応じ
2,000円～24,500円②自家用車等使用者

476,550円19,062千円異なる42,000円又は34,000円管理職に対して支給管理職手当

葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛葛5555555555555555 特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別別別別職職職職職職職職職職職職職職職職のののののののののののののののの報報報報報報報報報報報報報報報報酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬酬等等等等等等等等等等等等等等等等のののののののののののののののの状状状状状状状状状状状状状状状状5 特別職の報酬等の状況況況況況況況況況況況況況況況況況 (支給月額等 平成21年４月１日現在)

支給割合区 分給料月額等区 分

3.3月分(支給加算20％）

町 長

期末手当

721,800円町 長
給 料 副町長589,700円副町長

教育長564,300円教育長

3.3月分(支給加算20％）

議 長297,350円議 長
報 酬 副議長221,350円副議長

議 員206,150円議 員

(注)１．町長、副町長、教育長の給料月額は、条例で定められた額から、それぞれ10%、７%、５%カットしています。
(注)２．議長、副議長、議員の報酬は条例で定められた額から５%カットしています。
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福
祉
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
問合せ先

－

０
２
０
５

76－

０
０
４
４

72－

１
２
２
０

84

福

祉

環

境

課

船
岡
支
所
住
民
課

八
東
支
所
住
民
課

冬
に
な
り
、
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
寒
い
日
の
夕
飯
は
、
家
族
で
あ
た
た
か
い
鍋
を

囲
む
ご
家
庭
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
時
よ
く
使
わ
れ
る
の
が
、
卓
上
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
・
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
で
す
。
し

か
し
こ
の
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
捨
て
る
と
き
に
ち
ょ
っ
と
注
意
が
必
要
で
す
。

ポポポポポポポポポポポポポポポポ
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

ポ
イ
ン
トトトトトトトトトトトトトトトトト

宇
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

必
ず
使
い
切
る
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

必
ず
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
だ
燃
料

が
残
っ
て
い
る
時
に
、
穴
を
開
け
た
り
廃

棄
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。
必
ず
最
後
ま

で
使
い
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

て
は
、
写
真
の
よ
う
に
針
の
よ
う
な
小
さ

い
穴
し
か
開
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

穴
が
小
さ
す
ぎ
る
と
、
ガ
ス
が
抜
け
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
穴
が
小
さ
い

場
合
は
複
数
箇
所
に
穴
を
開
け
る
か
、
違

う
器
具
で
大
き
な
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

穴
を
開
け
る
時
は
、
必
ず
風
通
し
の
良

い
、
火
の
気
が
な
い
場
所
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
釘
や
金
づ
ち
で
穴
を
開
け
る
と

火
花
で
発
火
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で

お
や
め
く
だ
さ
い
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
以
外
に
も
、
整
髪
料

や
消
臭
剤
な
ど
の
ス
プ
レ
ー
缶
で
も
同
じ

で
す
。
必
ず
最
後
ま
で
使
い
切
っ
て
か

ら
、
穴
を
開
け
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
燃
料
が
残
っ
た
ま
ま
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
小
型
破
砕
ご

み
に
出
し
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
？

八
頭
町
で
は
小
型
破
砕
ご
み
を
収
集
す

る
時
に
、
穴
の
開
い
て
い
な
い
カ
セ
ッ
ト

ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
見
つ
け
た
ら
、

そ
の
ま
ま
ご
み
収
集
車
に
入
れ
ず
に
、
別

に
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
見
逃
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
そ
の
ま
ま
ご
み
収
集
車

の
内
部
に
入
り
ま
す
。

も
し
も
何
か
の
き
っ
か
け
で
火
花
が
飛

び
、
中
の
ガ
ス
に
引
火
し
た
ら
、
火
災
や

爆
発
事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
非
常
に

高
く
、
大
変
危
険
で
す
。

ま
た
、
た
と
え
ご
み
収
集
車
の
中
で
発

火
し
な
く
て
も
、
ご
み
処
理
場
内
で
発
火

す
る
危
険
も
あ
り
ま
す
。

過
去
に
は
、
鳥
取
県
中
部
地
域
で
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
爆
発

事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
や
爆
発
事
故
は
、
一
歩
間
違
え
ば

大
惨
事
に
つ
な
が
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

適
正
な
廃
棄
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

穴が小さすぎて、ガスが抜けません。

カカカカカカカカカカカカカカカカ
セセセセセセセセセセセセセセセセ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトト
ボボボボボボボボボボボボボボボボ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ややややややややややややややややや
スススススススススススススススス
ププププププププププププププププ
レレレレレレレレレレレレレレレレ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶缶

ス
プ
レ
ー
缶
はははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、
は
、

使使使使使使使使使使使使使使使使
いいいいいいいいいいいいいいいい
切切切切切切切切切切切切切切切切
っっっっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててててて
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら
穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴穴
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
けけけけけけけけけけけけけけけけ

使
い
切
っ
て
か
ら
穴
を
開
け
ててててててててててててててててて

宇
風
通
し
の
良
い
火
の
気
の
な
い
所
で
、

専
用
の
器
具
を
使
っ
て
穴
を
開
け
る
。

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
は
、

使
い
切
っ
た
つ
も
り
で
も
、
ま
だ
中
に
ガ

ス
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
、
穴
を
開
け
て
、
小
型
破
砕
ご
み

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
専
用
の
穴
開
け
器
具
（
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
等
で
売
っ
て
い
ま
す
）
に
よ
っこれくらい開いていればOKです。

穴が小さい場合は、複数個所に開ける。

中身が入ったまま出された消臭剤
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宇
各
種
証
明
書
の
発
行

毅「
住
民
票
」
取
得
の
場
合
…

同
居
の
方
で
あ
れ
ば
世
帯
員
の
住
民
票

は
取
得
で
き
ま
す
。

同
居
で
な
い
方
（
別
居
の
両
親
等
）
の

も
の
が
必
要
な
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要

で
す
。

毅「
戸
籍
謄
本（
抄
本
）」取
得
の
場
合
…

直
系
血
族
の
方
で
あ
れ
ば
取
得
で
き
ま

す
。直

系
血
族
で
な
い
方
（
父
が
子
の
配
偶

者
の
戸
籍
を
請
求
等
）
の
場
合
は
、
委
任

状
が
必
要
で
す
。

毅「
印
鑑
登
録
証
明
書
」
取
得
の
場
合
…

登
録
時
に
お
渡
し
し
て
い
る
印
鑑
登
録

証
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
証
が
あ
れ
ば
委
任
状
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

宇
登
録
手
続
き

毅「
印
鑑
登
録
（
変
更
）」
を
す
る
場
合
…

登
録
者
本
人
が
申
請
す
る
場
合
は
、
登

録
す
る
印
鑑
＋
顔
写
真
付
の
公
的
証
明
書

（
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
等
）が
必
要
で
す
。

免
許
証
等
お
持
ち
で
な
い
方
、
代
理
人

が
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、
数
日
間
の
日
数

を
要
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

毅
転
入
手
続
き

転
出
地
か
ら
発
行
さ
れ
る
転
出
証
明
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

転
入
手
続
き
は
転
入
さ
れ
る
本
人
か
、

転
入
地
の
世
帯
員
が
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

本
人
・
世
帯
員
以
外
が
手
続
き
さ
れ
る

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

毅
転
出
手
続
き

窓
口
で
転
出
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の

で
、
本
人
か
世
帯
員
が
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

宇
そ
の
他

毅
郵
送
請
求

住
民
票
、
戸
籍
謄
本
（
抄
本
）
の
請
求

は
、
郵
便
で
行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。

毅
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

窓
口
に
係
る
上
記
事
項
は
全
て
、
窓
口

へ
来
ら
れ
た
方
の
本
人
確
認
が
必
要
で
す

の
で
、
免
許
証
・
保
険
証
等
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

各
種
申
請
様
式
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.y
a
zu
.to
tto
ri.jp

）

→
各
種
申
請
書
様
式
→
福
祉
環
境
課
の
中

に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
環
境
課
、
各
支
所
住

民
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎

～
窓
口
手
続
き
に
つ
い
て
～

国
民
年
金
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
運
営

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る

歳
か
ら

20

歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入

60し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、

老
後
等
に
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
ま

す
。自

営
業
者
、
学
生
な
ど
は
第
１
号
被
保

険
者
に
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
公
務
員
は
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
す
る
と
同
時

に
第
２
号
被
保
険
者
に
、
第
２
号
被
保
険

者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
は
第
３
号

被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
収
入
の
保
障
だ

け
で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
が

い
が
残
っ
た
り
、

歳
未
満
の
お
子
さ
ん

18

を
残
し
て
父
親
が
亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど

に
も
年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い
人

生
の「
万
一
」
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

加
入
手
続
き
は
、
第
１
号
被
保
険
者

は
、
役
場
福
祉
環
境
課
又
は
各
支
所
住
民

課
で
、
第
３
号
被
保
険
者
は
配
偶
者
の
勤

務
先
な
ど
を
経
由
し
て
行
い
ま
す
。

第
２
号
被
保
険
者
は
厚
生
年
金
等
と
合

わ
せ
て
行
う
の
で
、
個
別
の
手
続
き
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、

歳
20

に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
学
生
の
場
合
な
ど
、
収
入
が
少

な
い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
・
免
除
と
な
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

「
保
険
料
免
除
・
一
部
納
付（
免
除
）制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年

金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
万

一
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
役
場
福
祉
環
境
課
及
び
各

支
所
住
民
課
、
ま
た
は
鳥
取
年
金
事
務
所

（
旧

鳥
取
社
会
保
険
事
務
所
）緯（
０
８

５
７
）

―
８
３
１
１
へ
お
問
合
せ
く
だ

２７

さ
い
。

蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎

歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

20
毎
月

日
は
「
ノ
ー
レ
ジ
袋
デ
ー
」
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

10
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食
の
み
や
こ
鳥
取
旬
の
料
理
教
室

月
４
日
、
郡
家
保
健
セ
ン
タ
ー
で

11

48

名
の
食
生
活
改
善
推
進
員
が
、
い
わ
み
郷

土
料
理
愛
好
会
の
方
を
講
師
に
招
き
「
じ

ん
た
ん
寿
司
」「
バ
バ
ち
ゃ
ん
味
噌
汁
」「
豆

腐
ム
ー
ス
の
柿
ソ
ー
ス
」
な
ど
５
品
の
料

理
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
県
の
「
食
の
み
や
こ
旬
の

料
理
講
習
会
講
師
派
遣
事
業
」を
利
用
し
、

鳥
取
の
郷
土
料
理
を
広
く
地
域
の
料
理
講

習
会
へ
と
普
及
さ
せ
る
た
め
に
推
進
員
が

講
習
を
受
け
ま
し
た
。

魚
の
さ
ば
き
方
や
柿
ソ
ー
ス
の
作
り
方

な
ど
多
く
の
質
問
も
出
る
な
ど
、
大
変
充

実
し
た
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
（
船
岡
支
部
）

21

月
７
日
、
船
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

11
船
岡
中
学
校
の
生
徒

人
に
「
生
活
習
慣

18

病
に
つ
い
て
」「
朝
食
の
大
切
さ
」
な
ど
の

講
話
と
調
理
実
習
を
実
施
し
ま
し
た
。

調
理
実
習
は
、
脂
を
控
え
野
菜
を
し
っ

か
り
使
っ
た
料
理
で
、
中
学
生
た
ち
は
積

極
的
に
調
理
し
ま
し
た
。

最
後
は
各
自
の
改
善
点
、
目
標
も
決
め

「
間
食
を
し
な
い
よ
う
に
す
る
」「
食
生
活

に
気
を
つ
け
た
い
」
な
ど
講
習
会
を
通
じ

て
自
ら
の
健
康
づ
く
り
を
意
識
で
き
た
と

い
う
感
想
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

お
や
こ
の
食
育
教
室（
郡
家
支
部
）

月
８
日
、
郡
家
東
地
区
公
民
館
で
、

11
た
か
ら
保
育
所
、
下
私
都
保
育
所
の
親
子

組
を
対
象
に
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
弁
当
作

10り
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
、
包
丁
で
ピ
ー
マ
ン
を

切
っ
た
り
、
ハ
ン
バ
ー
ク
用
の
タ
マ
ネ
ギ

の
み
じ
ん
切
り
で
涙
を
出
す
な
ど
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
、
最
後
は
各
自
の
お
弁
当
箱

に
き
れ
い
に
盛
り
つ
け
ま
し
た
。

普
段
は
苦
手
な
野
菜
も
試
食
の
時
に
は

食
べ
る
な
ど
、
好
評
な
教
室
で
し
た
。

こ
の
他
に
も
食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
で
「
食

育
の
輪
」
を
広
げ
る
活
動
を
続
け
て
行
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

年

月
か
ら
「
ハ
ー
ト
フ
ル
駐

21

10

車
場
利
用
証
制
度
」
が
鳥
取
県
で
は
じ
ま

り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
鳥
取
県
と
協
定
を
結
ん

だ
施
設
等
の
駐
車
場
に
「
ハ
ー
ト
フ
ル
駐

車
場
」
の
掲
示
板
を
設
け
、
歩
行
困
難
な

方
な
ど
が
駐
車
し
や
す
い
よ
う
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

利
用
で
き
る
方
は
、
身
体
障
が
い
者
・

知
的
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
・
発
達

障
が
い
者
・
高
齢
者
・
難
病
患
者
で
歩
行

困
難
な
方
、
ま
た
は
け
が
や
出
産
前
後
で

一
時
的
に
歩
行
が
困
難
な
方
で
す
。

発
行
先
は
、
鳥
取
県
で
す
が
、
各
保
健

セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

申
請
に
は
、
各
種
手
帳
、
診
断
書
な
ど

確
認
書
類
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

広広広広広広広広広広広広広広広広
げげげげげげげげげげげげげげげげ
てててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいい
ここここここここここここここここ
うううううううううううううううう

広
げ
て
い
こ
う
！！！！！！！！！！！！！！！！！
食食食食食食食食食食食食食食食食食
育育育育育育育育育育育育育育育育
のののののののののののののののの
輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪輪

育
の
輪
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会会会会会会会会会会会会会会会会
のののののののののののののののの
活活活活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動動動動

八
頭
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
の
活
動
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介介介介介介介介
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駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車

ハ
ー
ト
フ
ル
駐
車
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証証
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててててててててててててててて

利
用
証
に
つ
い
て

食のみやこ鳥取旬の料理教室の様子

おやこの食育教室の様子

ハートフル駐車場
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紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫
紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫紫

健康講座

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧圧ににににににににににににににににににににににににににににに関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演高血圧に関する講演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のご案内

日 時 平成22年１月15日（金）
13時30分～14時30分

会 場 郡家保健センター

（八頭町宮谷254－１）

内 容 講演「高血圧にご用心

～脳卒中、心臓病の予防～」

講師 岸本内科医院 岸本昌宏先生

その他 ＊高血圧に関するクイズコーナーや
血管推定年齢測定などがあります。
＊入場無料

「はたちの献血」キャンペーン

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～あああああああああああああああああああああああああああああああああなななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたののののののののののののののののののののののののののののののののの善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善善意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意ををををををををををををををををををををををををををををををををを献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献献血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血血へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへあなたの善意を献血へ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

冬場の季節はかぜなどの理

由により献血にご協力いただ

ける方が少なくなるため、毎

年血液が不足しがちです。

冬期における血液確保のため、成人式を迎

えられる若者を中心に「はたちの献血」キャン

ペーンが平成22年１月１日（金）から２月28日

（日）の２か月間実施され、期間中献血にご協

力いただいた二十歳の方に記念品を贈呈します。

皆さまの善意による無償の献血が多くの尊

い命を救います。

献血にご協力いただきますようお願いします。

鳥取県赤十字血液センター
住所 鳥取市江津370-1

電話 0857-24-8101

受付 月・火・水・金・日曜日

9：00～16：45（成分献血は16：00まで）

休日 木・土曜日・祝日（水・金曜日は除く）

臆

俺

牡

卸

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙
乙

地上デジタル放送を見るた地上デジタル放送を見るためめ
の支援についの支援についてて

総務省では、NHK受信料全額免除世帯を対象
に、簡易なチューナーを無償給付するなどの支援
を行います。なお、地上デジタル放送をすでに視
聴されている世帯は対象外となります。
詳しくは、各保健センターへお問い合わせください。

対 象場 所時 間内 容曜日日
一般八東保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談水6
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室木7
Ｈ21.５.25～Ｈ21.７.３生まれ郡家保健センター受付 12：45～13：00６ か 月 児 健 診

火12
一般八東保健センター14：00～15：00いきいき元気倶楽部
一般船岡保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水13
Ｈ20.５.27～Ｈ20.７.13生まれ郡家保健センター受付 12：30～12：45１歳６か月児健診

木14
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室
一般郡家保健センター13：30～14：30健 康 講 座金15

一般郡家保健センター９：30～11：00
一 般 健 康 相 談

月18
心と体の健康相談

健康診査受診者郡家保健センター13：30～14：30検 診 結 果 相 談
一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室

木21
Ｈ18.11.22～Ｈ19.１.21生まれ郡家保健センター受付 12：30～12：45３ 歳 児 健 診
乳幼児郡家保健センター９：30～11：30育 児 相 談金22
一般船岡保健センター９：30～11：00一 般 健 康 相 談

月25
一般八東保健センター14：00～14：45水 中 運 動 教 室
乳幼児郡家保健センター受付 13：15～13：30ポ リ オ 予 防 接 種火26
一般郡家保健センター10：45～11：45さわやか体操教室水27
一般八東保健センター10：45～11：30水 中 運 動 教 室

木28
Ｈ19.12.11～Ｈ20.１.28生まれ郡家保健センター受付 12：40～12：55２ 歳 児 歯 科 健 診

みなさまの
ご参加を
お待ちして
います。
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郡
家
隣
保
館

第

回
部
落
解
放
文
化
祭
を

24
月

日
か
ら

月

日
ま
で

11

28

11

29

の
2
日
間
、
郡
家
隣
保
館
、
土

師
百
井
二
集
会
所
、
お
よ
び
土

師
百
井
二
児
童
館
で
開
催
し
、

保
育
所
・
小
・
中
学
生
の
学
習

発
表
、
意
見
体
験
発
表
な
ど
を

と
お
し
て
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
の
解

消
に
向
け
て
の
意
識
を
高
め
ま

し
た
。日

は
、
郡
家
地
域
６
保
育

29
所
の
園
児

名
が
元
気
よ
く
大

90

き
な
声
で
「
う
ま
れ
た
ま
ち
ふ

る
さ
と
｣
を
合
唱
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
郡
家
東
・
西
小
学

校
の
児
童
の
発
表
は
、
地
区
学

習
を
通
し
て
の
思
い
を
一
人
ひ

と
り
が
発
表
し
ま
し
た
。

芸
能
発
表
で
は
、
大
正
琴
教

室
、
東
市
場
、
土
師
百
井
二
の

皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
、
中
学
生

の
人
権
劇
な
ど
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
小
学
生
・
中
学

生
・
一
般
、
町
職
員
、
町
議
会

議
員
が
自
分
の
体
験
を
通
し
て

差
別
解
消
に
対
す
る
思
い
や
人

権
問
題
に
関
し
た
意
見
を
発
表

し
ま
し
た
。

土
師
百
井
二
集
会
所
に
は
、

絵
画
、
手
芸
な
ど
の
大
人
の
作

品
を
展
示
し
、
茶
席
を
設
け
ま

し
た
。

土
師
百
井
二
児
童
館
に
は
、

郡
家
地
域
６
保
育
所
園
児
の
作

品
、
郡
家
東
・
西
小
学
校
、
中

央
中
学
校
、
八
頭
高
校
解
放
研

の
１
年
間
の
人
権
学
習
を
ま
と

め
た
作
品
を
展
示
し
ま
し
た
。

第第

回
郡
家
部
落
解
放
文
化
祭
を
開

回
郡
家
部
落
解
放
文
化
祭
を
開
催催

2424

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

バザー会場

集会所の作品展示

演芸発表 児童館の作品展示 保育所園児の発表

会場の様子 成人の発表 お茶席
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八
東
隣
保
館

第第

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大

回
全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会会

6161

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

基
調
提
案
に
は
、
子
ど

も
一
人
ひ
と
り
が
暮
ら

し
の
中
で
ど
の
よ
う
に

育
ち
、
ど
ん
な
思
い
で
学

校
に
行
っ
て
い
る
か
。

こ
う
し
た
子
ど
も
の
事

実
か
ら
出
発
し
、
差
別
の

現
実
を
学
ぶ
こ
と
は
同

和
問
題
だ
け
で
は
な
く
、

す
べ
て
の
教
育
に
普
遍
化

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

二
日
目
の
、
み
え
人
権

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
こ

れ
っ
て
笑
い
？
教
育
？
そ
れ
と

も
啓
発
・
・
・
？
」
の
テ
ー
マ

で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
森

実
さ
ん
（
大
阪
教
育
大
学
）
パ

ネ
リ
ス
ト
に
は
、
園
田
雅
春
さ

ん（
大
阪
教
育
大
学
）。
露
の
新

治
さ
ん（
落
語
家
）。
土
田
光
子

さ
ん
（
八
尾
市
曙
川
中
学
校
）。

松
村
智
広
さ
ん
（
反
差
別
・
人

権
研
究
所
み
え
）
以
上
の
４
人

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
共
通
し
て
い
る

思
い
は
、
部
落
差
別
は
終
わ
っ

月

日
（
水
）
に
第
３
回

11

25

人
権
塾
を
八
東
隣
保
館
に
お
い

て
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

知
ろ
う
」
と
題
し
て
N
P
O
法

人

れ
し
ー
ぶ

代
表

小
河

和
泉
さ
ん
を
お
迎
え
し
講
演
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
最
初
に
障
が
い
に

は
、
身
体
・
知
的
・
精
神
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
等
級
に
分
か
れ

て
お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
支
援
が

あ
り
ま
す
。

「
れ
し
ー
ぶ
」で
は
居
宅
介
護

支
援
事
業
と
し
て
高
齢
者
の
介

護
を
し
て
お
り
、
知
的
障
が
い

の
児
童
も
い
っ
し
ょ
に
通
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
児
童
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
船
岡
地
域
に
平
成

年
度
に
設
置
し
ま
し
た
。

21
相
談
支
援
事
業
で
は
家
族
支

援
や
地
域
支
援
を
お
こ
な
っ
て

お
り
、
相
談
内
容
で
は
養
護
学

校
へ
の
通
学
方
法
な
ど
の
問
題

を
多
く
受
け
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
東
部
一
円
で
は
各
市

町
が
共
同
で
障
が
い
の
あ
る
方

が
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
お
け
る
課
題
を
解
決
す
る

と
い
う
目
的
に
向
け
て
情
報
を

共
有
し
、
具
体
的
に
協
働
す

る
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、「
地
域
自
立

支
援
協
議
会
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
機
能
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
が
一

人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し
差

別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
お
の
ず
と

協
議
会
は
大
き
く
起
動
す
る
と

考
え
ま
す
。
と
強
く
話
を
さ
れ

ま
し
た
。

船
岡
文
化
セ
ン
タ
ー

月

日
か
ら

月

日
の

11

28

11

29

２
日
間
、
三
重
県
四
日
市
ド
ー

ム
を
主
会
場
に
、
約
１
３
、
６

０
０
人
余
り
の
参
加
が
あ
り
、

真
剣
に
学
習
を
深
め
ま
し
た
。

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

び
、
生
活
を
高
め
、
未
来
を
保

障
す
る
教
育
を
確
立
し
よ
う
」

―
部
落
問
題
を
解
決
し
、
人
権

文
化
の
創
造
を
は
か
る
た
め

に
、
同
和
教
育
の
充
実
と
発
展

を
通
し
て
人
権
教
育
・
人
権
啓

発
を
構
築
し
て
い
こ
う
―
。
の

て
い
な
い
。
現
に
こ
こ
で
差
別

は
あ
る
の
に
差
別
は
終
わ
っ
て

い
る
と
言
う
こ
と
は
無
い
だ
ろ

う
。
部
落
差
別
を
中
心
に
考
え

る
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
取
り
組
み
や
す
い
し
、
自
分

自
身
と
し
て
も
捉
え
や
す
い

今
、
同
和
教
育
か
ら
人
権
教
育

へ
の
流
れ
が
あ
る
と
し
て
、
こ

れ
を
、
逆
手
に
と
っ
て
、
部
落

問
題
を
な
く
し
て
い
く
た
め
の

「
力
」
に
出
来
る
か
ど
う
か
。

と
言
っ
た
話
が
あ
り
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
露
の
新
治
さ
ん

は
、
今
年
度
の
八
頭
町
同
和
問

題
講
演
会
が
７
月

日
に
郡
家

12

公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
時
の
講

師
で
す
。八
頭
町
を
回
っ
た
時

に
、
同
和
対
策
事
業
が
終
了
し

た
記
念
に
建
て
ら
れ
た
、
改
革
の

碑
が
土
師
百
井
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
に
は『
水
平
社
運
動
は
、

人
を
人
と
思
わ
な
い
哀
れ
な
人

間
を
救
う
運
動
で
あ
る
』
と
書

い
て
あ
り
、
哀
れ
な
人
を
救
う

と
は
、「
加
差
別
者
を
救
う
、
解

放
す
る
運
動
で
あ
る
。」と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
の
啓
発
活
動

に
も
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

第
３
回

人
権
塾
の
開

第
３
回

人
権
塾
の
開
催催

癌

贋

岩

雁

眼眼眼

眼眼眼

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫
翫

人権塾の様子

全体会の様子
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訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
ねねねねねねねねねねねねねねねね

名
所
を
訪
ね
ててててててててててててててててて

ふふふふふふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるるるるるるる
ささささささささささささささささ
とととととととととととととととと
探探探探探探探探探探探探探探探探
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
ウウウウウウウウウウウウウウウウ
ォォォォォォォォォォォォォォォォ

ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ーーーーーーーーーーーーーーーーー
ククククククククククククククククク

月
７
日
（
土
）、
町
内
か
ら

人
の
参

11

21

加
者
を
迎
え「
ふ
る
さ
と
探
訪
ウ
ォ
ー
ク
」

郡
家
コ
ー
ス
を
開
催
し
ま
し
た
。

下
門
尾
の
成
田
山
青
龍
寺
で
、
城
光
寺

照
進
住
職
か
ら
鎌
倉
時
代
の
作
で
、
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
持
国

じ

こ
く

天
立
像
、
多
聞
天
立
像
」
に
ま
つ
わ
る
お

て
ん

た

も
ん
て
ん

話
と
、
今
は
本
堂
内
に
保
存
し
て
あ
る
福

本
地
内
に
あ
っ
た
「
は
く
と
神
社
」
の
本

こどもシアター

★１月24日（日）
10:00～11:35

○ジュラシック・
パークⅢ

スピルバーグ監督が

贈る恐竜映画のヒット

シリーズ第３弾作品！

仏像の説明をする城光寺住職（左）

殿
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
姫
路
に
あ
る
「
上
岡
田
五

輪
塔
群
」
を
訪
れ
、
八
頭
町
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
の
道
谷
冨
士
夫
さ
ん
か
ら

「
こ
の
五
輪
塔
群
は
、
安
徳
天
皇
の
墓
と

も
伝
え
ら
れ
る
」
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
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蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎
蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎蕎

新
春
親
子
茶
道
教

新
春
親
子
茶
道
教
室室

参
加
者
募
集

日

時

１
月

日
（
土
）

23

午
前

時
か
ら

10

会

場

郡
家
公
民
館
（
茶
室
）

対

象

小
学
生
の
親
子

会

費

１
５
０
円
／
人

お
申
込
み
、
詳
細
は
、
郡
家
公
民
館

（
緯

―
３
１
１
３
）
へ
。

72

平成21年度 八八八八八八八八八八八八八八八八八八八八頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭頭町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ススススススススススススススススススススキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募八頭町スキー教室参加者募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
と き 平成22年２月11日（木・建国記念の日）
と こ ろ わかさ氷ノ山スキー場
対 象 小学生以上の八頭町民の方で、初心者または初級者

宇初心者…初めてスキーをする方
宇初級者…スキーを｢ハ｣の字にして滑ることが出来る方

定 員 各公民館20人先着順（合計60人）、（最少催行人数 全体で30人）
参 加 費 小・中・高校生700円、大人1,000円（※昼食代等含む。当日集金。リフト代は別途必要。）
リフト代 １日券 大人3,500円→3,000円(団体割引)、小人2,500円→2,000円(団体割引)

回数券 250円(１回券)
日 程 7:00 各公民館出発

8:00 氷ノ山スキー場着
8:40 スキー教室（実技・練習）開始
12:00 昼食（ヒュッテ白樺）
12:50 フリー滑走（自由時間）
16:00 氷ノ山スキー場出発
17:00 各公民館到着

申込内容 ①住所 ②連絡先電話番号 ③参加者名 ④年齢・学年等 ⑤初心者か初級者か ⑥購入希望
リフト券(１日券か回数券か) ⑦貸しスキー(1,500円)を利用する場合は身長及び靴のサイズ

申込期限 平成22年１月27日（水）
お申し込み及びお問い合わせ先 郡家・船岡・八東の各公民館

昨年度のスキー教室の様子
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子どもシアター

★1月16日(土)
10:00～12:00

○日本むかしばなし

「舌切り
したきり

雀」「
すずめ

龍の
りゅう

淵」
ふち

○ドラえもん

「のび太と翼
つばさ

の勇者」
ゆうしゃ

おはなし会もあるよ

みんな見に来てね！

韓
国
横
フ
ェ
ン

城
郡
庁
の
研
修
生
、
朴

成
男

ソ
ン

パ
ク

ソ
ン
ナ
ム

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

月

日
か
ら

11

10

11

月

日
ま
で
に
全
６
回
の
韓
国
語
講
座
を

26
開
催
し
ま
し
た
。

日
常
会
話
や
物
の
名
前
、
数
字
の
数
え

方
、
韓
国
の
歌
を
教
え
て
も
ら
い
、
最
後

の
日
に
は
韓
国
料
理
を
作
り
ま
し
た
。

月

日
（
日
）
第
６
回
ふ
な
お
か
夢

11

29

音
楽
祭
が
船
岡
地
区
公
民
館
主
催
で
開
催

さ
れ
、
ギ
タ
ー
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
、

マ
ン
ド
リ
ン
、
ピ
ア
ノ
等
の
す
ば
ら
し
い

演
奏
や
、
竹
で
出
来
た
珍
し
い
「
ケ
ー
ナ
」

と
い
う
笛
の
演
奏
も
あ
り
ま
し
た
。

特
別
ゲ
ス
ト
に
田
中
直
子
さ
ん
を
迎

え
、
会
場
が
震
え
る
ほ
ど
の
オ
ペ
ラ
を

歌
っ
て
い
た
だ
き
、
観
客
も
そ
の
声
量
に

感
心
し
て
聞
き
惚
れ
て
い
ま
し
た
。

月

日
（
月
・
祝
）、
八
東
ふ
れ
あ
い

11

２３

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
及
び
安
部
小
体
育
館

で
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
安
部

地
区
運
動
公
園
で
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
は
男
女
と
も
桜
ヶ
丘

が
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
は
安
井
宿
が
優
勝
し

ま
し
た
。

安
部
地
区
球
技
大
会

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱
戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦戦
繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰繰
りりりりりりりりりりりりりりりり
広広広広広広広広広広広広広広広広
げげげげげげげげげげげげげげげげ
らららららららららららららららら

戦
繰
り
広
げ
ら
れれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるる
！！！！！！！！！！！！！！！！
る
！ソフトバレーボール大会

月
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
月
で
も
あ
り
、

12
手
作
り
ケ
ー
キ
で
聖
夜
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、

月
５
日
（
土
）、
池
田

12

和
美
さ
ん
（
皆
原
）
を
講
師
に
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
作
り
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

八
東
地
区
公
民
館

シシシシシシシシシシシシシシシシシ
フフフフフフフフフフフフフフフフ
ォォォォォォォォォォォォォォォォ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ケケケケケケケケケケケケケケケケ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
キキキキキキキキキキキキキキキキ
作作作作作作作作作作作作作作作作

フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
作
りりりりりりりりりりりりりりりりり

シフォンケーキ作りの様子

韓国語講座の様子
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音音音音音音音音音音音音音音音音
楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽

ふ
な
お
か
夢
音
楽
祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭
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館館館館館館館館館館館館館館館館
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（
船
岡
地
区
公
民
館
）

朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴朴パ
ク

成成成成成成成成成成成成成成成成
男男男男男男男男男男男男男男男男
成
男
ささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののの

さ
ん
の

ソ
ン
ナ
ム

韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓韓
国国国国国国国国国国国国国国国国
語語語語語語語語語語語語語語語語
講講講講講講講講講講講講講講講講

韓
国
語
講
座座座座座座座座座座座座座座座座座

移移移移移移移移移移移移移移移移
動動動動動動動動動動動動動動動動
博博博博博博博博博博博博博博博博
物物物物物物物物物物物物物物物物

移
動
博
物
館館館館館館館館館館館館館館館館館

船
岡
公
民
館
に
お
い
て
、

月

日
か

11

21

ら

月
9
日
ま
で
「
鳥
取
県
の
化
石
」
の

12
移
動
博
物
館
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

若
桜
町
や
妻
鹿
野
・
明
辺
か
ら
貝
の
化

石
が
出
土
し
て
お
り
、
こ
の
周
辺
は
大

昔
、
海
の
底
だ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
、

興
味
深
か
そ
う
に
見
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ふなおか夢音楽祭の様子

ゲートボール大会

シフォンケーキの出来上がり
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郡家図書館 八頭町宮谷256-4 緯（0858）72-6660
船岡図書室 八頭町船岡539-1 緯（0858）72-3970
八東図書室 八頭町北山48-1 緯（0858）84-6622

http://library.town.yazu.tottori.jp/
携帯電話からの本の検索・予約はこちら

ɣ

新しく入った本
＊他館所蔵のものはお取り寄せできます。
＊貸出中の場合はご予約ください。
（インターネットからも予約ができます）

１月のカレンダー
土金木水火月日
２１

９８７６５４３

16151413121110

23222120191817

30292827262524

31

休館日 開館時間 10：00～18：00

八東図書室船岡図書室郡家図書館

１月10日（日）
15:00～15:30

１月27日（水）
16:00～16:30

１月27日（水）
16:00～16:30

毎週土曜日15：00～
1月 9日２～３才
1月16日 ４才～1年生
1月23日 2年生～
1月30日 かがくあそび

日にち
時 間

おはなし会 ※申込不要・大人も入れます

こおげとしょかこおげとしょかんん

ふふふふふふふふふふふふふふふふふゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆややややややややややややややややすすすすすすすすすすすすすすすすゆやすみみみみみみみみみみみみみみみみみののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会
かるたであそぼう！
「ぐりとぐら」のかるた
をします。

日時 １月10日（日）
10：30～11：00

場所 郡家図書館２階研修室

対象 ５さい～小学校２年生

おはなしを聞く会
ろうそくのあかりの中で、ゆっくりおはなし

を楽しみましょう。

日時 １月10日（日） 14：00～15：00
場所 郡家図書館 ２階 研修室

対象 小学校２年生以上（大人の参加も可）

（プログラム）
『おひゃくしょうとえんまさま』

『アナンシと五』

『チモとかしこいおひめさま』

郡家図書館
１ 幸子さんと私 中山千夏
２ ＳＯＳの猿 伊坂幸太郎
３ 寂しい写楽 宇江佐真理
４ 日本で一番わかりやすい手相の本 田口二州
５ 神様のカルテ 夏川草介
６ ギネス世界記録2010 クレイグ・グレンディ

船岡図書室
１ ファミリーツリー 小川 糸
２ 小太郎の左腕 和田 竜
３ この「くに」の面影 筑紫哲也
４ 死刑でいいです 池谷孝司
５ 余命ゼロを生きる 佐藤由美
６ 水木しげるの妖怪事典 正・続 水木しげる

八東図書室
１ 膠原病とリュウマチの治し方 村島温子
２ わたしの蜻蛉日記 瀬戸内寂聴
３ 聖徳太子の密使 平岩弓枝
４ 悪霊の島 上・下 スティーヴン・キング
５ 妖怪アパートの幽雅な食卓 香月日輪
６ 海は生きている 富山和子

はははははははははははははははははははははははははははははははははじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじじめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめはじめててててててててててててててててててててててててててててててててててのののののののののののののののののののののののののののののののののの布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講布絵本講座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座座（全４回）
『やさい』の布絵本を作ります。

初心者さん向けの講座です。

（申込が必要です。１月10日まで）

日 時
第１回 １月17日（日）13：30～16：00

第２回 １月31日（日） 〃

第３回 ２月14日（日） 〃

第４回 ２月28日（日） 〃

会 場 郡家図書館 研修室

参加費 600円（材料費として）

対 象 高校生以上で３回以上参加可能な方

定 員 ８名（申込先着順）

持ち物 裁縫道具

＊詳しくは各館にあるチラシをご覧ください。

<お問い合わせは郡家図書館まで>
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「「「「「「「「「「「
すすすすすすすすすす
べべべべべべべべべべ
てててててててててて
のののののののののの
人人人人人人人人人人
のののののののののの
人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権
確確確確確確確確確確
立立立立立立立立立立
をををををををををを
めめめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざざ
しししししししししし
てててててててててて
」」」」」」」」」」

す
べ
て
の
人
の
人
権
確
立
を
め
ざ
し
て
」

人
権
教
育
推
進
員

竹

内

ゆ
づ
る

現
在
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
確
立
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
願
い
は
、「
安
全
・
安
心

で
住
み
よ
い
社
会
」
の
実
現
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
「
す
べ
て
の
人
の
人
権
を
確
立

し
、
共
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
」

を
実
現
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て

も
、
世
界
中
の
多
く
の
人
々
が
、
人
権
を

確
立
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
貴
重
な
成
果
が
「
世
界
人

権
宣
言
」
で
あ
り
、「
水
平
社
宣
言
」
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
宣
言
で
は
、「
す
べ
て
の
人

間
が
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
自
由
・
平

等
で
あ
り
、
差
別
を
さ
れ
て
は
な
ら
な

い
」
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
文
言
に
は
熱
い
思
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

多
く
の
人
々
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で

す
。
そ
の
思
い
、
努
力
が
私
た
ち
の
穏
や

か
な
日
常
生
活
や
生
命
を
力
強
く
支
え
る

原
動
力
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
も
う
一
度
現
在
の
私
た
ち
の

人
権
を
取
り
巻
く
状
況
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
は
、
本
当

に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
人
権
問
題

は
難
し
い
、
や
や
こ
し
い
と
言
っ
て
避
け

て
い
ま
せ
ん
か
？

難
し
く
考
え
ず
、
ま
ず
は
次
の
問
題
を

解
い
て
、
自
分
自
身
の
人
権
感
覚
を
問
い

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

人人人人人人人人人人人人人人人人
権権権権権権権権権権権権権権権権
感感感感感感感感感感感感感感感感
覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚覚
のののののののののののののののの
問問問問問問問問問問問問問問問問

人
権
感
覚
の
問
題題題題題題題題題題題題題題題題題

次
の
ア
～
カ
の
文
を
意
味
が
通
じ
る
よ

う
に
並
べ
替
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
答
え
は
左
下
）

ア
、
父
親
は
死
に
ま
し
た
。

イ
、
息
子
は
病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。

ウ
、
外
科
医
は「
息
子
、こ
れ
は
私
の
息
子
」

と
大
声
で
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し
た
。

エ
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
、
あ
る
男
性
と
彼

の
息
子
を
ひ
き
ま
し
た
。

オ
、
彼
の
身
元
を
、
病
院
の
外
科
医
が
確

認
し
ま
し
た
。

カ
、
路
上
で
交
通
事
故
が
お
き
ま
し
た
。

ど
う
で
す
か
。
す
ん
な
り
と
答
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
か
？

す
ん
な
り
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
方
は
、
答
え
を
見
な
が
ら
、
家
族

で
、
職
場
で
、
学
校
で
ま
わ
り
の
人
と
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

「
は
っ
」と
気
が
つ
い
た
方
も
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多
く
の
人
は
無
意
識
の
う
ち
に
「
外
科

医
は
男
性
だ
」
と
い
う
思
い
込
み
を
し
て

い
ま
す
。
こ
の
固
定
観
念
が
外
科
医
は
母

親
で
あ
る
こ
と
を
気
づ
き
に
く
く
し
た
の

で
す
。

こ
の
「
外
科
医
は
男
性
だ
」
と
い
う
固

定
観
念
の
よ
う
に「
男
は
こ
う
い
う
も
の
、

女
は
こ
う
い
う
も
の
」
と
性
別
に
よ
っ
て

役
割
分
担
す
る
こ
と
を
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意

識
」
と
い
い
ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
平
成

年
に
「
男
女
共

１１

同
参
画
社
会
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
る
な

ど
、
女
性
の
社
会
進
出
が
よ
り
保
障
さ
れ

る
た
め
の
法
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
や
「
女
性
の
仕
事
」、「
男
性
の
仕
事
」

と
い
う
考
え
方
そ
の
も
の
が
見
直
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
進
出
と
活
躍

が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
社
会
に
は
依
然
と
し
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
意
識
が
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
男
女
共
生
社
会
実
現
の
大
き

な
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
。
家
庭
、
地
域
、
職
場
の
中
で
も
性

別
に
し
ば
ら
れ
な
い
見
方
や
考
え
方
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
な
ら
、
社
会
に
は
男
性
も
い
れ
ば

女
性
も
い
ま
す
。
０
歳
の
人
も
い
れ
ば
１

０
０
歳
の
人
も
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人

が
一
緒
に
生
き
る
こ
と
が
社
会
の
自
然
な

姿
で
す
。

そ
の
多
様
な
人
々
が
共
に
暮
ら
す
社
会

を
支
え
て
い
る
の
は
人
権
で
あ
り
、
人
権

を
支
え
て
い
る
の
が
私
た
ち
の
日
々
の
行

動
で
す
。

日
常
生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
人
権

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
人
権
を
尊
重
す

る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
性
別

や
年
齢
な
ど
で
は
な
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《次回農業委員会開催予定》

平成22年１月12日（火）

（※申請書は毎月25日までに提出してください。

翌月の定例農業委員会で審議します。）

【提出・お問い合わせ先】
本 庁 舎（産業課） 緯76-0208

船岡庁舎（産業建設課） 緯72-3973

八東庁舎（農業委員会事務局）緯84-1227

第9回農業委員会審議内容(平成21年12月7日)
１．農地法の規定による許可申請

（所有権移転 ８件、使用貸借 ３件、

転用 １件）

２．非農地証明申請 １件

３．農用地利用集積計画の決定

（賃貸借・使用貸借 76件）

４．農業振興地域整備計画の変更 ２件

報告事項
毅合意解約 ４件

毅200㎡以内の

農業用倉庫建設等への転用 １件

標準小作料制標準小作料制度度がが廃止廃止になりになりままししたた

農業委員会

*nGorNation

平成21年12月15日に施行された改正農地法により、標準小作料制度が廃止されました。

これに伴い、今まで農業委員会が農地の賃借料の目安として示してきた「標準農地リース料

（小作料）」がなくなりました。

今後、農業委員会は改正農地法第52条に基づき、実際の農地の貸借情報の提供を行いま

すので、農地の賃借料を決定する際の参考にしてください。

なお、平成21年１月から12月までに締結（公告）された農地の賃貸借及び使用貸借（賃

借料が０円）は下記のとおりです。

●水田
使用貸借賃 貸 借

地域名
データ数（件）データ数（件）最低額（円）最高額（円）平均額（円）

333532,00015,0008,000郡家地域
22853,50012,0005,500船岡地域
62585,00012,0008,600八東地域
1174967,700（八頭町平均）

※「データ数」は、集計に用いた筆毎の契約数である。

※金額は算出結果を四捨五入し100円単位としている。

““““““““““““““““みみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななでででででででででででででででで祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝祝いいいいいいいいいいいいいいいいままままままままままままままままししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううう“みんなで祝いましょう”””””””””””””””””
隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼隼駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅駅開開開開開開開開開開開開開開開開通通通通通通通通通通通通通通通通88888888888888880000000000000000周周周周周周周周周周周周周周周周年年年年年年年年年年年年年年年年記記記記記記記記記記記記記記記記念念念念念念念念念念念念念念念念ままままままままままままままままつつつつつつつつつつつつつつつつ駅開通80周年記念まつりりりりりりりりりりりりりりりりり
期 日 平成22年１月17日（日）

時 間 午前11時～午後２時

会 場 若桜鉄道「隼駅」周辺

主催：隼駅開通80周年記念まつり実行委員会

八頭町商工会プレミアム付きらめき商品券
使用期限は、１月31日（日）まで

きらめき商品券が使用できるのは、１月31

日（日）までです。お早めにご使用ください。

期限後は、使用されていないきらめき商品券

で、お買物できませんので、ご注意ください。
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平成22年２月１日現在で
『2010年世界農林業センサス』を実施
平成22年２月１日現在で全国一斉に“農林

業の国勢調査”といわれる「2010年世界農林

業センサス」を実施します。

１月下旬から調査員が調査対象のお宅をお

伺いします。調査票を配布、回収する調査員

は、「調査員証」を携行しております。

統計調査にご理解とご協力を

よろしくお願いします。

【問い合わせ先】
企画人権課 緯76－0203

交通事故無料相談
(社)日本損害保険協会では、交通事故に

あって困っている方のために専門の相談員が

無料で相談に応じています。電話でもかまい

ませんのでお気軽にご相談ください。

●相談日(専門相談員)
月～金曜日(祝日を除く)

９:00～12:00・13:00～17:00

●弁護士無料相談日
毎月第１水曜日 13:00～16:00(要予約)

●問い合わせ先
(社)日本損害保険協会

緯0857-24-4233

鳥取自動車保険請求相談センター

鳥取市今町１-103 住友鳥取ビル3階

鳥取県の最低賃金
この最低賃金は、最低賃金法に基づいて決

定されたものです。

鳥取県内で、使用者はこれより低い賃金で

労働者を使用することはできません。

鳥鳥 取 県 最 低 賃取 県 最 低 賃 金金

特特定（産業別）最低賃定（産業別）最低賃金金

※詳細は、

鳥取労働局労働基準部賃金室 緯0857-29-1705

又は鳥取労働基準監督署 緯0857-24-3211

へお問合せください。

発効年月日：
平成21年10月８日１時間 630円

発効年月日：
平成21年12月20日

１時間
731円

鳥取県電子部品等、
電気機械器具、
情報通信機械器具
製造業最低賃金

発効年月日：
平成21年12月20日

１時間
690円

鳥取県各種商品
小売業最低賃金

叙勲 旭日単光章

故・植木
うえ き

愛氏（上日下部）
めぐむ

去る10月19日にご逝去された植木愛氏は、

旧八東町議会議員として町政の進展に尽力さ

れ、叙勲「旭日単光章」を受章されました。

謹んで、ご冥福をお祈りいたします。

叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲勲ののののののののののののののののおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知らららららららららららららららら叙勲のお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせ
叙勲 瑞宝双光章

故・柳
やなぎ

原 憲光氏（花原）
はら のりみつ

去る９月23日にご逝去された柳原憲光氏

は、旧郡家町議会議員として町政の進展に尽

力され、叙勲「瑞宝双光章」を受章されました。

謹んで、ご冥福をお祈りいたします。
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上下水道の適正な管理を

お願いします
水道メーターの検針にご協力を
毎月１日から10日までに、

各地域の検針員が水道メー

ターの検針を行っています。

積雪時は、水道メーターボッ

クスの場所が見つかりにく

く、定期的な検針の妨げとな

ることがあります。そこで、積雪時には水道

メーターボックス周辺の除雪にご協力をお願

いします。また、次の点にもご注意ください。

宇メーターボックスの上に物を置かない・駐
車しないようにしてください。

宇犬は、出入り口や水道メーターボックスか
ら離れた場所につないでください。

使用料金の減免について
下水道使用料は、基本料金（2,200円）と

毎月１日現在の住民基本台帳の人員に応じた

世帯員割（月額420円/人）を加えた額を納め

ていただいていますが、高齢者等で住所移転

をされないまま、高齢者福祉施設や障がい者

施設に入所している方については、世帯員割

を減免することができます。

入所証明書を添付して申請してください。

【お問い合わせ先】
本 庁 上下水道課 緯76-0207
船岡支所 産業建設課 緯72-3973
八東支所 産業建設課 緯84-1228

(－ ５)世帯5,886世帯数八頭町の
世帯数と人口

12月１日現在
（ ）内は前月比

(－31)人19,481総人口
(－13)人9,399男
(－18)人10,082女

年 齢ところ名 前日 付お
く
や
み

98歳(稲 荷)岸本 春枝11月14日

79歳(山 田)桑村 茂15日

82歳( 島 )松本 卓17日

93歳(坂 町)西山 瀧雄18日

82歳(さくら台)林 ユリヱ20日

72歳(橋 本)藤田 和博22日

82歳(郡家西区)大坂よ 子22日

80歳(志 谷)川 普24日

19歳(東市場)山ヶ鼻 梓24日

76歳(上万代寺)中田 勲25日

75歳(下 坂)山本 敏之26日

89歳(茂 田)岸本つた子27日

93歳(船岡殿)岸本27日

69歳(稲 荷)山根 紀江27日

55歳(才 代)富士原 豊28日

88歳(花 原)柳原 よし28日

84歳(落 岩)寺谷 雪子28日

59歳(安井宿)尾崎 和人28日

80歳(上万代寺)中田 卓美30日

89歳(大 門)山根サワヱ12月 2日

69歳(篠 波)猪本 紀子5日

91歳(徳 丸)森下 杉子6日

57歳(新 庄)田村 寿7日

ひとのうごき 平成21年12月10日届出現在（敬称略）

おとうさん･おかあさんところ名 前誕生日お
め
で
た

孝 一・香 織(フローラル)山根 遥香
はる か

11月 9日

芳 槻・明 子( 塚)岸田 一希
いっ き

12日

裕 介・奈都紀(坂 町)林 柚奈
ゆ な

13日

健 治・理 恵(国中１)井上 真
しん

14日

正 広・まゆ子(郡家西区)奥田 伸広
のぶひろ

16日

敦 寛・典 子(下 濃)大川 彩佳
あや か

21日

真 一・春 香( 島 )石本 陽菜
ひ な

24日

慈 斉・紀美子(郡家西区)氏家 百華
もも か

28日

寛 ・祐 子(船岡殿)山本 佑
たすく

12月 5日

有
料
広
告

町 県 民 税（第4期分)
国民健康保険税（第4期分)
完納にご協力をお願いします

の納付月です

1月は…
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法律は整備されたけれど…。
2010年3月新卒業生の就職内定率は昨年から
大幅にダウンしていることが分かりました。
これは、昨年からの経済不況で採用者を控え
る企業が多く、新卒業生にとってはバブル崩壊
後で最悪の事態といえます。
特に女性にとっては、厳しい状況にありま
す。1985年に男女雇用機会均等法が公布され
てから25年、制度上は就職等で女性を差別して
はならないことになっていますが、現実には女
性より男性を優先的に採用する企業が多く、こ
れが実体的差別となって表れています。
今後は、制度だけではなく、実体的差別をな
くしていく取り組みが求められています。
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再生紙と環境にやさしい大豆油インキを使用し印刷しています

広
報
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向井 亜向井 亜紀紀さんさん 講演の要旨講演の要旨
プロレスラーの高田

延彦と結婚して６年目
にようやく妊娠したこ
とから、病院に行くと、
自分自身が子宮頚がん
に侵されていたことが
判明した。子どもの命
を守るのか、自分自身
の命を選ぶのか随分悩
んだが結局妊娠16週で
小さな命を失った。
その時の事を考えると今でも涙が止まらな

い。その後、自分自身のガンとの闘いが始まっ
た。数度に渡る手術や抗ガン剤・放射線治療に
よる副作用など、とても辛い日々が続いた。何
も食べられず、生きる気力を失い、自暴自棄に
なった時期もあった。夫や両親の支えもあっ
て、「失った子どもに恥ずかしい生き方をしたく
ない」と、前向きに生きる決意をした。
少しずつ気力を取り戻すと、自分のやりたい

こと・目標をノートに書き留め、その目標に向
かって一つ一つ達成していこうと決めた。する
と、どんどん体も回復し、元気を取り戻すこと
ができた。
「自分の夢をもつこと」それが、生きる力につ
ながっていくことを身をもって体験した。
また、毎晩寝る時に「嫌な事や悲しかったこ

とを思いだしながら寝る」と体に良くないので、
毎日「ヘラヘラ笑いながら寝ることが大切。そ
うすることで、体内にあるガンなどの病原も小
さくなり、健康な体を保つことができる。」と話
されました。

宝くじ文化講演宝くじ文化講演会会
宝くじ文化講演会が、11月22日（日）八東体育文化セ

ンターを会場に開催され、タレントとして活躍されてい

る向井 亜紀さんを講師に「夢が生きる力になる」と題

して講演が行われました。

この宝くじ文化講演会は、財団法人自治総合センター

が地方文化の振興と宝くじの普及広報を行うことを目

的として実施されたものです。

この講演会に参加された約300人

の皆さんが、向井亜紀さんの講演

に聞き入りながら、「いくつに

なっても目標をもちながら人生を

楽しもう」と話されていました。

向井 亜紀さん


